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資　料

　　　　　　精神薄弱教科 「生 活科」新設 に伴 う各教科の 内容の 変化
一

昭和38年 と昭和46年養護学校 （精神薄弱教育）小学部 ・中学部学習指導要領及び資料の 比較
一

山田　康広 ・米田　宏樹

　本稿で は、昭 和38年養護学校小学部 ・中学部学習指導要領精神薄弱教育編 （指導要

領） と昭和46年指導要領及 び資料の 各教科の 内容項目 に つ い て新旧表を作成 し、 比

較 ・検討 を行 っ た 。 生活科 は主 に昭和 38年の 社会 ・理科 ・家庭 の項 目を中心 に構成 さ

れ て い た が、身辺 ・家庭 ・学校 ・社会生活 を網羅する ように 、 生 活に即 した内容が 充

実 した 。 国語や算数 で は 、 生 活場面で の 具体的活動で 記述 され た 内容項 目が 減 り、 教

科 の 知識 ・技能の 習得 に 関わ る記述 に純化され た。音楽や 図画工 作、体 育 も、教科の

特色が強調され、事前 ・事後的活動や態度に関する 内容は 削除され た。しか し、その

教科の 中に も、生活と関連 の 強 い 内容は残存 してお り、 生活科 と他教科 の 内容項 目は、

互い に関連 してい た 。 その ため 、 実際の指導で は、教科別の教育内容の 分類 に よる理

解 と、生活単元学習や 日常生活の 指導等の 指導形態に よる理 解と の 2重構造 にお い て

教育課程を捉える こ とが 必要で あ っ た 。

キー ・ワ ー ド ：生活科、学習指導要領、知的障害

1．は じめ に

　現在 、 知的障害教育にお い て、児童生徒の 障

害の 重度化や 多様化に伴 い
、 生 活単元学習な ど

領域 ・教科を合わせ た指導の 実践上 の 困難が指

摘 され て い る （国立特殊教育研究所，2006）。

　昭和38 （1963）年養護学校小学部 ・中学部学

習指導要領精神薄弱教育編 （以下 ， 38年指導要

領）にお い て は、教育内容が教科別 に示 された 。

しか し 、 その 内容 は通常の 教科と は異 な り、生

活を中心 とした視点の 精神薄弱教育独 自の 性格

を有する教科 が設定 された 。 また、指導方法 と

して 、生活単元学習な ど領域 ・教科 を合わせ た

指導が規定され た 。 すなわち 、 38年指導要領 は

教科別の提示形式を と りなが ら、生 活教育に よ

る 教育実践 を期待 した もの だ っ た とい える。 し

か しなが ら、 名古屋 （1997）が 指摘する ように 、

筑波大学大学院人間総合科学研究科

その 後の 実践にお い て は、教科別に指導す る実

践が多 くな っ た 。

　 そ の 反省か ら、昭和46 （1971）年養護学校

（精神 薄弱教 育）小学部 ・中学部学習指導要領

及び養護学校 （精神薄弱教育）小 学部 ・中学部

学習指導要領資料 （以下，46年指導要領）で は、

領域 ・教科 を合わ せ た指導に よ る 実践 を促進

し、 生 活 に即 した 内容を教育的内容 として大 き

く位置づ ける ため、教科 「生活科」が設定 され

た （小出，2001）。 こ れ に よ り、昭和38年の 社

会、理科 、 家庭が廃止 され 、 昭和 46年の各教科

は 、生活、国語 、 算数 、 音楽 、 図画工 作、体育

の 6 教科に な っ た 。 また 、 名古屋 （2004）は 、

こ の 第 1 次改訂にお い て、教科 別の 形式で 内容

を示 した学習指導要領 とは別に 、生活単元学習

な ど の 指導の 形態 との 2 重構造にお い て教育課

程 を捉 える こ とが強調 され た と指摘して い る 。

　 「生活 科 」 に 関す る批 評 や 解 説 に は 、 西
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（1975）や 田中 （1982）、小出 （2001）な どがあ

る 。 西 （1975）や田 中 （1982）は、社会、理科、

家庭 を廃 して生活科を設定 した理 論的根拠の な

さや 、 生 活科が教科 の 概念か ら異 質なもの で あ

る と批判 して い る 。

一方 、 小 出 （2001）は 、 自

身が昭和49 （1974）年養護学校 （精神薄弱教育）

学習指導要領解説 の 生活科の 執筆者で あ る立場

か ら、生活科の 設定の 経緯や そ の 内容 に つ い て

解説 して い る （経緯につ い て は，後述 ll． 1 を

参照）。 こ れ らの 主張か ら、 教科 の 系統性 を重

視 した教科の 概 念か ら生活科 を批判す る立 場

と、生活に即した内容を重視 し、それ らの 内容

が教科と同様に価値が おか れ なけれ ば な らな い

と い う生活教育 の 立場 とで 、生活科へ の 評価が

二 分 して い る こ とが うか が える 。

　 しか し、上述 の よ うに生活科の 概念に関する

論考は 見 られ るが 、 こ の よ うな見解 に 対 して 、

生活科 の 新設に伴 い 46年指導要領が ど の よ うに

変化 した か 、内容項 目を検討 した もの は見 られ

な い 。

　そ こ で 本研究で は 、 38年 と46年指導要領の 内

容項 目を比較す る こ と に よ り、生 活科の 新設に

伴 い 、昭和 38年 の 内容項 目が 実際に ど の よ うに

昭和 46年 に整理 され たか を明 らか にする こ とを

課題 とした 。 生活に即 した 内容が 教育内容 とし

て どの ように位置づ け られたか を明らかにす る

こ とは 、 現在の 領域 ・教科 を合わせ た指導の 実

践 に示唆を与 え る もの と考えられ る 。

　知的障害教育 における学習指導要領及び同解

説 に関す る研 究 に は、太 田 （2004 ）や 藤原

（2004）な どが 挙げ られ る 。 太 田 （2004 ）は 、

学習指導要領解説に お ける生 活単元学習の 定義

や そ の 条件 の 記 述 の 変遷 を整理 した 。 藤 原

（2004）は 、 音楽科の 内容項 目の 変遷 を整理 し

た 。 本研究は 、 太田 （2004） と藤原 （2004）の

方法 を参考に 、 対象資料の 内容項 目に関 して 新

旧表 を作成 した 。 新旧表の 作成にお い て 、 必要

に応 じて KJ 法 に よる項 目の 分類 、 整理 を行 っ

た 。 なお、補足的に 昭和41 （1966）年と昭和49

（1974）年の 同解説 も用 い た。

　 なお、本稿に お い て 学習指導要領及 び資料か

らの 引用 に つ い て は、小学部低学 年、中学 年、

高学年を 「低」、「中」、「高」と省略し （中学部

に つ い て は 「中学部」 と記 した）、そ の 項 目の

番号 をもっ て 示す こ と とした 。 また 、 本研究は

歴 史的 な研究で あ り、歴 史的用語はそ の まま使

用 する こ ととした。

∬．生活科の 新設 と生活 に 即 した内容の 強調

　 1．指導要領改訂 と生活科新設の経緯

　昭和45 （1971）年、「盲学校、聾学校お よび

養護学校 の 教育 課程の 改 善 に つ い て （答 申〉」

にお い て 、当時の 特殊教 育の 普及か ら盲学校、

聾学校 および養護学校 に就学する児童生徒の 障

害の 種類、程度が 広範囲に及ぶ よ うにな っ たこ

とに対 して 、 心身 に障害 を有す る児童生徒 に対

す る教育の い っ そ うの 充実の ため の 教育課程の

改善が求め られ た （文部省 ［1970］9）。 そ の 中

で 、精神薄弱者を教育す る養護学校 の 小学部に

お い て は、「二 歳か ら六 歳程度の 精神年齢 の 児

童が 大部分 を 占め て い る実態に か ん がみ 、 児童

の 精神発達の 度合 い に即応す る よ うに教科の分

類 に つ い て改め る こ ととし、 …　　 身辺 生 活の

確立 と処理、集団へ の 参加など の 能力を養 うた

め の 新 し い 教科を設 け、そ の 名称を 『生 活』と

する こ と」が 定め られ た （文部省 ［1970］ 13 −

14）。

　教科 の 分類 に つ い て は 、 「養護学校対象児童

の 障害 の 程度が重度化 して きた こ と」 に よ り、

「既存 の 教科に よ る以 外の 様式で 、教 育内容 を

組織す る こ との 必要性」が 高 まっ た こ とが 契機

とな っ た 。 そ の 「既存の 教科に よる以外の 様式」

に つ い て は 、 い くつ か の 案 が検 討 される 中 、

「生活」を新設 し、 社 会 、 理科 、 家庭 の 3教科

を廃止 する こ とが 決定 した （文 部省 ［1974 ］

50）。

　 「生活」 の 内容 は、身辺 生活、家庭生 活 、 学

校生活 、 社会生活 の 4 つ の 生活領域に 区分 され、

そ れ らの 領域 にお い て立 て られ た大項 目を整理

し、 11の 分 野 の 項 目が 設 定 され た （文 部省

［1974コ52　
一
　54）。 その ll分 野は、「基本的生活

習慣」、「健康 ・安全」、 「遊び」、 「交際」、「役割」、
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Table　1 昭和46年の 生 tm ｝とそれ に対応する昭和38年 の 各教科の内容項目
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豕 批低 〔2  　 寝 る 田 1一便 所 へ行く 1ト 臼4） 梗 る 低 〔帥 　税 る前 h用侠 1＿行く ス ト
ーノ なと の ｝授内の 危険な場所 L 気を つ け る

陽 や夜中 1 ひ とりて便 所へfT く 利 会低 G6〕　 踏 切 や横 断歩 迫 ブ 〃 ロ
ーム 川

1了「2凸低 、2｝オ　中 〔1）オ　回 （】）ク （あし さつ ） 低 幽 1酬 朝の 戯 導？や鞍る蒋のあτ藩づ熊求る
4

用水池など の 頑学途士 にある危険な場听ヒー気を つ け 低 〔っ）　 知らなレ 入に つ レ て レ カなし　◇

家庭抵 q6）　 「 寝　甲起きを釘る　中 U2）　 与寝 峨 る

甲匙き ひとり窺 なとが てきる 中 〔ア
、
　 きま，た 1寺刻｝擢起きする 社 会中 （6〕　 τい 遊ひや 応険な 魁ひ をしな い よ ハ ¶中 （3） 物 を投け ん り 高 い ところへる るなと 危 笈

豕庭ト1 （13）　なるへく自分て授 まきや ぶ とんなどの 高 〔の　 自分の ムとんの 1 げおろしをす る する な遊ぴをしなレ
しまつ をする 高 （ユ  　 目分てハとん の あげおろ し庫 体 脅低 （23＞中 〔30）　 遊ひや 迎動 の とき ゐ した ト〕 中 （4 ｝　 階段や ス トーブ の そばて悪づさけをしない

する つ 腎 た 丿 わるふ さ ナをしなし よ っ Lf る　周〔90）

家庭低 （21）　暢晩 虚をみ がく低 〔22〕　顔を洗 っ 低 UD 　朝晩歯をみがき 走幽 をする あふ ない遊ひや 人｛危害を方llκ るよっなことをしなしよ 高  
1

　避贈の 町十L 泄   て 親や 冗生の 指示ヒ従っ

中 口 5）　 朝　晩の歯 みカ き 洗 而 を ピず す 乙 萵 殲 く巨捧油魯礎 曜 獲な 醜沸・耡 審 ◇9 バーす る ◇

（H ）　 て い ねい 1 歯み がきや涜面を3 る

寅寛低 〔23）　手足力よごれたら洗 い ぬ九 た り 4 く

よっ1 する 中 （lb）　 事丸 が よご札 たら洗い ぬれ た

丿かく 高 （12）　 手足を論 駄 i一洗っ武丿）ふ い たりす

る

俸育低 （16）　 カらた のよこれ L 気をつ け 手足 や顔

などを清マ L 保 つよパ噌嚀る 中 （糾 ）　 カ らた のよこ

低 （12）　 丁琵 力“これ た り洗」 ぬれ たらふ く

社会中 （1ア｝　 恵 を歩く右侮々歩く 信号1＿磁 丿なと

の 交曲規 則 を寸 る

杖会高 〔16｝　 冂
噌
冠L活i一闘薄の深 脳 レ ろ」 うな父

通標 虞を蚰る

1社会亮 〔17）　 い ろ い ろな交血麗則 を正 しく守る

鸚 嬲 難 鵬 ・

醜聽覊驚綴隷囃麟畠
ふ勲瀚 甑 雌

慮 匚7噂 雌 皹 す結時は 硲 窰 し嘱 鞭
れ L 気を つ ♪手儿ヤ卸なとを清津 Llぞ つ 　苛 帚3）
身体や身 の 回 σの 伽 潔：一気をつ けるよっ1＿する 低 （ユ3｝　 鼻しるが出たっカむ 緇羈繋蜘 鍬 鶴 緲 鑼
努U廷低 〔24）　 鼻しるが 出たらカむ 由 α7〕　 鼻し

る力 出た b 夕くカむ 高 （亅3∫　 鼻しる力 山た b す く

きれ い L カ も

家庭申 ‘18）　 い つ もハ 〆カナ 　まな紙などをヒれな

い よ71一す る
P
バ 1の　 ハノ カチ はな祇 なとをヒ れ

な い よっ に よる

低 〔b ）　 い つ もハ ノカチ はな紙なと牛 持って い る

巾   ）　 冶 槽 〔よくそ っ 昌 は い る剛 ＿股 問 に カん）

旨坑 凌  ・

羅騰懸覊黠
鱇

黙 欝
囎 卿 こ幽 こ麟 噂

匁庭高 （1ア｝　 ゆろでカらたを洗っ广りゅい た ｝する や丁几なとを洗 丿 高 〔jO）　 「通行止」 「横断 tU止 1「iL喚」 などの 押

中 （10 〕　 ひ と りて 入 浴し 臼分て カらた を洗 ♪ 亀が わ カ ， 指可 を守る

尚 （7｝　 湯かげ んをみてか ら 浩徭 （そ っ）：1はいる 遊び ボ〜 《　ぜ　  』緬 ぺ　  　　雪 ぜ 、　廴云 く　！　 躯　  
乳
　 睾　 扁多 》鑑 露 尹導弐い憂　 営

Q 社全低
f6

）　 相 F「の 指 學により 友え ちとし っし ょに 低 U）　担任 の 指 筝て 友ノ ちと簡甲二逸ひ をナる

彦U延巾 U9｝　 髪をとい たり 庇 ワ 弋りfる 中 （ユ6）　 Lトとりて 髪を‘カす 鬼血 ひや砂遊 びをしたり よヘト冶 をζへ♪たりダる 低 〔2）　 願番と力父瞥とカ の 晢味がT）かり わがまま

豕 庭 高 α 5）　 ト1分 て散惣 rい っ た ， 髪の 厂 人 れを 高 （8〕 ひと】て五浄抗 つ 血ひ な ‘ 穿 する をい η ないて血 が
し≠弱 る 高 〔17〕　 ひと）で散 髪し汀 く 社会 看　〔10）　 遊ひ 道具忽どを使 止きは頂番を守る 高 〔」）　尹同の遊，を介 い せつ哈し ゆす ｝あっご使

社会慨 〔8〕　 皆とい ワし謁 簡単なあとか た つ け卆つ

る 飄認麟雌 黎獄 鵬覊
よっ 1 すゐ つ

低 〔4冫　おもちゃなと身五 L ある物て遊ふ ◇

家庭低 （27）　て きるたけ 乳ったもの の あとカ たつ 嬲 杜会中 〔3）　 簡甲な 泌 ひなワ担任が いなくても目分 中 〔D　簡羊な遊ぴなb 友たちとしっしょ
「＿魁 ふ

ナをす る 中　 〔23）　佳 っノもの のあとカ んづ けを 丁 高℃ 1）￥
何 ナんを働 材ナが わ力濁 卿

孛
たちて遊 へる 11〔2）　 こっこ遊 ひや簡 甲なルー，レのある冱 びをする

る 礼会 「「1 硅）　 簡均な滋ひ の ル
ー

ル カわかる 「モ 〔31　 レ んけんをする ◇

体台妖 〔廻 ｝　 すもっ遊 ひをする 中 〔21〕　 片足す 低 （3）　 丁 もっ カ1ナっこなとの勝ち負 ナカわかる

家 庭低 （1）　a脹 ね まき ／ 气 ノなどの 補単な衣 脹 低 〔1唾）　 鮪単な衣駈の 着脱 を ナる もつなと や する 1 〔41　
＝F 人 肌 やカルタとりなどて勝ち負けがわカ る

の 着脱を 『る 中 〔D　 衣版 の 着脱を「る 高 〔レ 国愚低 L3）⊥　怯 合ηせや簡甲なカるた血ぴを弥る   〔1）　 フ
「
レヒ ラノオの 番俎を魁んて硯聴弓る ◇

止服の 着脱をきもんと丁 る 中 （の　カ　 かるた遊ひや文字遊ぴなとをする 筍 〔2｝　 H 分て甚ひを選 ト ◇

學 庶 低 〔2）　 脱甲ブ ものをた いた レた たむ　十　〔2〕 十
1 〔m 　 脱 い たム服 をたブ リ 体育 低 〔23）　 粡淵 き弋 汁 人 れなとやする 中 （22｝ 高 〔3）　 fl門し はい扎な い友たちともい っ しょ 1亀 ん

胱 いたもの をた ノむ 中　〔12）　 運 動 や作 業なと の ときは 　きめ リ ナした服 曇 綱71きや球 人 れなとを3 る てやる

家庭 高 （5）　 豊動や作業 ＿装さわし レ 脹黄をする を よる 宥会　バ 12 〕　 仲 間1 は レ れ な」 友ノちもレ 」しょL 周〔の　　グループを作 り　ル ール を守って遊ふ

家庭高 〔2）　 下舞の とリカ 凡 や 自分の衣脹 の しまつ 筒二舞 鷲 ，効 詑
「
衣服の綿ゆ 名i蹴 瀚 澄 血ん （やる 高 〔の　 自分 て莇単な愚棊を作 っ て遊ふ

をポる 樋 ． 召会高 〔賊｝　ル
ー

ルを庁って皆‘ い っしょに遊ふ

窩 〔王3〕　 自分 の衣 服 の始 末 をする

家庭 尚 （3）　 まこ ろ ひや よこ れ L 註 訌する 而 〔19 　 衣服の よこ れ やほ こ ろ び i噌気 つ い て 着督 蛮鯵
藷

惣
脚

湊
栖
寡 　　　聯 講　、、尹’ ザ　 隔

〜r　儀
訣》 濤　骸軒　　鳳　ダ ぴ 丶 凡　 ヂ廴

軌胃
家庭イ氏　〔4）　　ぽきもワ冫力　は ける　  　（4，　　はきもの 夕 月Lる 国 五低 〔2　力　 口分の 名まん 争 校や 担停 の 名なと 低　D 　 図妛 な時 1 白分 の 名ま凡 担仟の名まんを

きらんとは く 嵩 〔上5）　 寒暖 天 匠 に今 わ せ て衣 脹 を調 堅 シ る を「 つ 「つ

菰 肛 巾 （D　くつ の左 も を区別 し カ カとを 眺 まな い ◇ 国睥n低 〔幻 キ　名まん を吁 ごれ たときL エ は ，きりと 低 Lの　 名ま え を呼 は れた b はワきり返争を 『る

こはく 岻 〔16）　 江動くつ なとをぴとりしはく 返丁をする

家 庭低 〔26 ）　 て きるた け は きもの を子ち 託 る よ ）L チ 〔1鋤　 くつ の 左衣を区 別して は く 冂語 申 （1）午　目分 の 親言ど の 名 諏 Lや 仕所 テ 粳 ド （D　 Z 要 な晦  仕所や 親 の 名ま 尺を自 ナ

タる 中 〔21）　はきもの を7 ろ 尾 てあが る 申 〔14｝　 は きもの をそ ろκ て上 がる や字校樹 日仁の名などを」っ 尚 ｛1、
ケ　目分の住駈

社少 低 〔2）　 臼分の 飴箪やノ
ー

ト カ はん なとカ わゐ 低 〔17）　 圖分 の 帽 ゴ　乕服 くつ カは んなどが わ カ 氏名 年令なとを止しく言っ

る る 廿令 低 （帥　 担任 の 元⊥や自分 の 組 の 洗たちがわ 中 L2）　 口分 の 学校 の 先焦 規せ きの 入 肛 隣 の 人

社会低 （勢　 目分の帽 了や左 肱 くつ なとカわヵ る か る 低 （］  　 自分の学牧の枝長先牛力 わ η る 中 なとカ わカる

社 会低 〔15 ＞　 電子や カ さ カ ユよ 作業衣 な どをき 中 （b 〕　 帽子 洋肱 か ばん くつなど豪 きま・た 所 （1D 　 ギ 校の先牛 弋 校務員など関拝 のあ る人力 わ

め られ た場所 1 おく 1一習く カ る

祖会高 〔9）　 机や ．す 戸たななとを魃 とんする 局 r16｝　 目分 の 掲ち物を撃とん 劃る

家庶寄 （2G＞　 自分 の 持 ら物をてきるたけ整とん丁る

一1］5一
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岡ゴ
「
低 （≧〕」　 身近な人 〔＿こく簡単 な冂 吊 の あ い さ 低て3｝丶物 近な人に 「お鳳より」馴 トごよノなら 1

彰との 利会叩 （19 ）　 算 ウ掬の 乘 り降 ）は順 げ を守り　日一内 rl1   　 順序 を寸 2て滓り物の 乗 ，1降りを夕る
帥

つ をす る 中 〔⊥）オ　封 迦な人し 簡単な日　 の あ い あい さ壷 実る 綬 て騒 し ナリ筆力b 頭や f をH∫したりしなレ よっにする 1」1つ　落し物をヨムった1埼ま 幌や先生げ 届ける

曇つを ダる 寓 〔1）ク　 簡単な目常 の あレ さつ を 尹る 嘔   ゴ脅近 な 入 ご舗騨 な 日 匪鱒む 終 二2を鯵 刊会低　5）　 嗜とし物を」
〜，たら屈 アる 罵 〔4｝　仏 園や血 園地なとの きまりを守る

国
ド
低 ω ク　ロの 前 1 あるもの 1 つ い て 担任や ¢ ま

社 会 中 〔2ひ　少 團や遊 園 地なとてのきまりを噸 る 高 〔の　 人天報知各や非 吊 配活なとをい ん丁 らしな

友たちなどど 菖す 低 （⇔ 　「aか れれ ば 見た こと ll旨い たこ と 泌 ん た」刊会高 〔7 ω　
八

圃や 駝 園地 なとの登 共 の施設 をた し◇

国轟低 〔2〕ケ　 見たこと 同 い たこと 遊ん／ ことを となどを P置ダ い せ仙 一取り般つ 簡 （0　 貰肯 開 や悟類 1一捌 れ た ， ま丁ち出しブリしな

担打や 友デちなとと噛 ζ 中 （4）　 冕たこと 1叔 たこと 遊ん たことを穿 の人 い ◇

国 自中 〔1，
コ　身近な桎験につレ て 家の 人や担 先生 友たちなと｝＿厂す £ 鋭 歪 ♂

脚
　瞬  〜

  裡 〜 讃 嘔 ・e 宅溶 ♂ 轡 轟櫛泌ぜ 　 ≠ 語Ψ曳　  叛 　　忍 」、嗣乾　 盛融 門魯サ｛
任や友たぢなとL 舌す 葛 〔1卸　 見 4 こと　弼 レ ノこと　遊ん たこ とを卑 の 人 算鍛抵 〔呂）　 疑 い 掬 1一は お金 が 且憂なことが わカ リ 低 〔1｝　亘 い 勃 L は おカね が Z 要なことカ わか る

駅 瓱 中 （ヨ9）　 人の才訪力告け り卍Lる 九 4 友たちなどと話し合つ 目 言
彑中　〔】〕　ノ　　解1甲な買物 L 虻 要な こ とはカ わカ る 中 臼 ｝　 「これ 」　「くたさい 」など 買 い 物 L ピ要な

囚 丑高 （1〕凶　 〔央客の 応符 〉 中 （5〕　 人 の 米勧を充生 や 氛 の 人 サ古 げる U 吾鴇 〔D ノ　葭鮮 ドな買げ物に 扈夏なこ とばt使 丿 簡身なこ ど はを仗つ

国詬 鬲 （⊥｝ノ　侃 そ） 高 〔2）　 亀晒や来各 があった峙 ま 取 ト〕〃き師 」弾   （1〕　 「いくb」　「高レ」　［安 い i　Iちつ り」など

社 食喜 〔4）　友オちの 雌 人やあやまちをむ やみ L と

がめない よっLする

な瓸 刻をする

窩 〔3〕　 友たちの あ樗まちをむやみ 1 とがめ ない

買い物 に ピ要な＿と ごキ『廴つ

　　ユ声 肋 蚕玄鐙蟄ま協 遊 獄蝿 に劇 ．
社会 厂　〔♂　 あやまち 夕 したらわひるよっ L ζる

国 幵高 G）ノ　人に物 4陣 頼 むとま 」とわるとき あ

高轟 ）甘 あ贖 と忍 〜［P 線 なさ廴稿賑襲 を運切U
声う履 社会申 ｛23〕　きよった飆の簡 噴な品物なら陶胤 hf丁 丿 ）駄 向6稈fbo 円捌 ｝醸 qj靂綏 貨鯲

ぺ
．
まるときなど‘ 也男なこと まを「芝っ

社 会 中 〔ユ6）　簡却な約 中ならq るよつ L つる

高窕5＞ 穿賀准   瞰 誉どの 事私を臥タ簸袋
高   　友たちとの 約冲を寸 る

て買 つ ことがてきる

鍋数中 181　きまった値段 の 簡学な劉レ 物がてきる 欝雛 賽・・輝 騰 觚
く役銅試低学年絃 手f量…ザ　什『liイ止制】　無　　噌 ボ ρ

へ 監 影 寒瓶恥 　
外
膳  

广 い
評 き弓厂d 幽 乱 会 葛 L∠ρ　簡 単な買い 物をつる

社会 中 〔b〕　 論食 の 簡単な手伝 い やへやの ぞ っレな 低 （1｝ 詞食のとき1 食器を並へるなとの于仕 し を 算数彁 、B｝　 冗価衣が 陶め て 簡甲な お つりの ある 中 B ｝　 4 額 て きま 2 た額の買 い 物なっひとりて 尹

とを皆 て 分担し合って ζる 高 U5） 給食 の 手 ｛ い する 買 い 物などがてきる る

や 致寧内外のぞっしなと進んで皆とい 津しょLつる

社会低 （呂）　世 と旨 っし ょ｝「日単なあとか たつけ をζ 魏
鞴 驫 麒 飆 櫛 働 を 制会中 L24 ｝　 むた仕 い せす ほしい もの があっ ても

ときしはがま却する

丶 〔3｝　 陣甲なお つ りのあるレ｛い 物をする

る 低 〔4〕　 誕 牛会 遠比 赴動会なと 一参加 畢る 剤会中 〔ぬ ♪　お 命をた い せ つ L 取り扱つ 低 （3）　もらっ たお年土 へこつ カ い を广 い せ つ に 9る

穿 麗 低 〔2’）　 できるたけ 札 っ たもの の あとカた っ 中 （ユ）　 運動会　ゴ芸 全 なと 1＿む加 す る 計会窟 〔2b｝　 千 用晶なご の 舶段がた い た い わカる 中 〔D　 お かねをた い せ つ1 撮っ

ナを ダる　μ 23）　便 丿 たもの の あ と刀ゾ つ ナをす 局 〔1｝　 運動会 や 穿芸 会 など て 亢 4 の 丁食 レ を 丁 社会 赫 （28）　 は しレ掬やZ 豊な物を負 アため   貯 而（⇔　手用 凵なとのおよその 伯段が わカ る

る る 金 を 9 ることを知る 品 （5ノ　こづカ い を自分臂 兀 て使っ

社
△

高 U3 ）　 学芸会や並劭会など の 亭佼行 夕 中 〔3｝　誕 ユ
ム

や学 級 会なとて 簡単な仗副を果た 隅翼佑｝
∫
簡単な自動鰍 臓を利用づざく〉 

進ん 幡 加つる す 自舮  蒡辱 ‘ 醸 苧   2　
＼
　』畿 ぎ 厂　 へ 賊罫 　 岬蕊

」
乱 転 ぞ

♂
敵  

4 と
点

勘
  献針r ザ の 　♪触

社 会 高 〔1D 　 誕 生会や ゲ 芸会 蓮動会なとて 使つ 高 〔21　 地域 の イども会や ク蹄なとの 1
．
」事 1密 稠する 理 科低 ＠）ツ　木の ナや落ち葉を踏 っ て 本の ｝遊 低 U ｝　早 摘み 木の匁 拾 い 喜ち集拾 い などをして

い ろ レ うな物を協同て作る 尚 （4）　 先生 の 助 けを借 りて 誕生会や学級合なと ぴ や菜 」Lへ などをして 爽 や 業 の色　形 　人き器 なと 避ふ

社 会膚 （3D　 地域の祭りや その他の 行 ご｝なと LI鴬 で μ1会なとの役割 を果 たす 1一関 し違もつ 中 叱2〕ワ　 本の 嬰や涛ち彙などを拾 い 中 Q ｝　 苧花 人 の実 落 ら葉 なと 摘 んた 物 扮 っ

Lを鞘 つ 憐 轡 参特 睥新瞬 瓶 て く融 ヒの無 をする そ れらを仕 っ て木 の実 遊 ひ をくふ っrた り 車笛 つ くり た物削⊥っ、遊串
動 や乗並へなどをし ご 失 茎 柔の 色や形なとに気 つ く

社会中   　 レ ろL うな’絢 の 役割力たい たい わかる 櫞奪欝
朔 朝 購 融 糠 り 理添レ低 〔2）エ 　 まった せみ かた つ む りなとの 窺し

み 弋づ い 動物をさが した ウ取ったりし て そ の 色 や形

低 （〜）　 あ り ち ょ ノ ヵ たっ もりなとをさが したり　見

た 儿 て 遊山
社 会中 （14）　きめ づれたイ亊りの ｛L事をきちんとダる 中 f2）　 報材酎りゃ 給食 迂 ぴなとの帰 り活動 をする 週 勁のしが たなど1 気つ く 巾 〔2｝エ 　は 丿た せ み 中 〔4｝　 身近 一い る昆践 〔こんち ゅ っ） 膏 貝なとを

社 食高 （6＞　学 級ての
L1番や仟 りの什事などを進ん 高 〔3）　 日直 給食 訂 番 子

ノし当香なと の 係 り己下勁 カ ナ つ む りなどの粗しみ やす い 助 物をさカ した り 取丿見たり取 っ r リケあ

て丁 る をする 芦 〕し L その 住む場所や 活勤の 様 ∫なとに 関 し をも 高 （2）　 身近 1←い る昆些 〔こん ちゅ っ）魚 4 尸 なと

社会 高 （7）　分担した作業などを最観まてやりとげる 中 〔の　 陶単な作業 を みん なて   っ し測一ナる つ 高 （山 イ　田畑の虫を観聾 したり採集したりし L一 を飼肯し 覯準づる

咼 （」｝　 箇単な作業 を分担 罫る 住んている場听や 1
τ
勁 の 株壬を知 り また 飼 ⊃た りし

手伽 、 輝 （蝉 τ
〈高学ノD 執 、   ・訟 導

農 バ 諦、　   叉認　 、戸漂臥 函　ム　 い 廴 忙簸齢 寵
κ 滴 て そ れ b の虫 の生 室刮 つし て 鋼 賜 を貯 め る ン　池

国藷中 （P ノ　 担任力 り の 簡 単な伝酒を家の人 な 中 〔D　近 所 の 家 や 他の 教£ などへ頼まれ た物を や 小川 〔海）て 魚 虫　貝なと の い ろ い ろな動物を観 1
どに伝 κ る 届 けアり 取り1行ったりする 鰐 し それ りが仕んで い ⇔ 塒所 や ／動 の 祥予に つ レ

国π吾咼 （D セ　箇 噴な伝再 なblrしく伝 x る 高 〔1） 近所 の 訊 や包の 教察なとへ伝割 一い く て興 昧 を深 める

承肛 中 （22〕　 できるた ナ月 の あけ締め L 気 をつ ける 中 〔の　 はきものの 弊とんや 窓の 閇閉なとの ffアい 理科中 〔王、 ア　化た んや植 κ ホはちなと L 作 りや丁 中 勧 　 早 化の球根なとを植 ん て育てる

烏 （王9 〕　 戸 の あし 締め や 戸締 まりし気 を つ ける をす る し 草花の種 ナ 尋まい たり 珪根を櫃 凡 たりして それら   〔1冫　 苧花や廻 粟なとを職 月 し　岬景 丁 る

社 会中 （豹　 給食の 荊 屯な于1 い ぺへ 弌
．
の ぞっワな 中 〔旬　 簡 甲なそつしを丁 る の 芽は 凡 や 玉ち方L 閲 Lをもつ イ　 まい ノリ植 凡 たり 僊輸 鷲動物幡 牧場など磁 鵠 軸

どを皆 て分担 し冷 っごする 蘭 （h ）　給食の
ま 伝い 高 、3｝　きめ っれた場所のぞ ル 弱 る した恆 ∫や球根力 よく育つよ ノL 降齲を 厂る じr （1） 中 〔3〕　 身近Lい る4 助物をηわ し がる ◇

や 教室 内外のぞ ル など陀ん濳 抽 〕し ょL ナる 高 （4｝　そ ）し用罫 運動用具 図霽などの 虹 理茗と r　 花たん i 球根を楓凡た ）水栽培なとをレて 花　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 高 （3ノ　蚊や は 凡 などの言 中を駆除 9る ◇

んをする カ げ くまての 隈乎を観察し その肓ち方なと｝、随 叫、や
豕 庭 中 （3ω　はた き ほ っ き ぞ 丿きん な とを梗っご よ 高勉 農 はがきを恥 瑠 行く禳と砲お無 鞄   る r愈 開 し 査深 める

1
これ たところをき杣 1 する 高 〔ワの　 またき　黔 き ゆ 殫 科低

f4
｝イ　い うし ろな機会 を過 し ご 十 地 L は山 低 〔壬）　ム園 野 Ill川 誨などて遊ゐ

ぞ，きんなとを使っC そっしをす る 中 〔4’　 草花 や 飼
一

てい る動 物の†目唱の 手伝 レ を 丘　川　池 萄なとの あることを知る 甲 （4tイ　学校 低（5〕　 「お目さま1　「お月さま」　「お早着ま　などが

す る の 酋 くの山　 1　 川　池などを観察し 土池；一は高 い わ かる ◇

高
厂
」｝　 ＋花气

’
飼 ，て レ る動物 の 世μ舌をする 所 や 低 い 所 水の たま」て いるFり1や 流 1して守 る所なと 中 〔6｝　 ⊥隔 月 皋などと僑 夜 の 簡 単な関係がわ

カ ある こ とを知る カ る ◇

社 会中 （D　 友達力ら借rコたクレヨノ 絵小 遊其な 覺舞
寵七熟 晒 鞭 脳 騨 贓

理料 筒 （4）オ　太陽は毎II丿力り山て「黜噛は い るこ 高 （8）　太 隠の出 ‘殳の力角や 月の 商ち久 ナなとがわ

どをて いねい ；、扱 っ L9 丁 返す と曽わ が ， これ bをも‘ にし ⊂東西 南 Lの ゐ｛’をタ冂る かる

社会呼　〔2｝　遊ひ 道具や 字剖用具 そ つし道昇 学

∫
蕩 （9〜．漕 係 熱 事肄便嬾 具薮器其くなれ灌

寄 理 科琶 U 〕ア　そ の ときどきの晴 曇 而なとの 天気 抵 （6）　 IIら雨なとの フ、気がわ ヵる

級 丈瓲 の 車など 丁 級の 備品 を大 切L 取 り扱 っ 高 〔IO｝　 迫具 弋晶具をハ せ つ に扱 つ がわカる 中 〔つ ア　 天気 L ｝6 脂 曇 哨 雪などが 中 〔5｝　 弘 は寒く 夏は
紗 い などの季篇の 特徴 がわ

対会 低 （呂）　 皆ひ ，しょL簡 悟なあとカたつけをす 中；  縫嘩 伽 とか 弋づけを憲る     あ りまた 風 の 吹くロもある こ とを知 る 高 ｛4 ＞イ　季 かる

る 節」よ，て炉さや笋さL 違いの ある とを夘る 馬〔7）　 四李 の 変化がわ葡る

家庭 低 〔2ア｝　て きるた け 使 2 ノものの あとカ た つ 高 ‘の　 ア レビ フ ノ才の人 気丁報冷利用する ○

けをする F （25 ） 弦ったもの の あとカ た ， けをする 体青低   ）　 か し｝の は 凡 ナもの や 鷹った もの を食 高 （6）　 地震や台風なとに関 しをもつ ◇

豕挺 咼 （9」）　 ハ ノ カチ くつ T などの 洗たくや 簡 再 〔帥　 ハ ／ カアや くつ「な どの 洗た くや 藺 単な
冖
夕 へた りしない よっ に丁る 高 （4）　か びの は 凡 たものや腐ったものが わカる

単な づ夕 ！ つ、ナをケる ノ つ けをつる 理科低 〔5｝ア　風 ヰを風 にあて て lIし ⊂遊 び 盤

× 呼学凶 風 S　身 肛な滸 具 や用 尹 なとの 修理 が てき 貯 ＠激
韲 珥iあ諏 蓑い を寅る 勇 まわ り方を炉祭づる 些 （6〕ウ　せ っけんを水｝ 階力 低 （の　 ノ r

蒔ノセ 風孕なとの 遊びをする

る 肖 〔8）　短剛 亅ならは ぴとゆで 髀守番を1る してせ っけん水を作り ／ヤーノ王を玖 い て そ の 大き
者や 色‘一箕珠をもち 叭き方をく志 丿つる

唆き調 瀞
ア
亀ず　ド 　受 “弊 ン ず龕 弋 讐 ’受評 酔

毒 芝辱 酒η 鴇篤触轟 野　　婦蹄气 》 ｝　     毳麻 埋 群中 〔のア　承の 去 やその 他の捌杆 て こまを作り 巾 〔7）　舐飛行機 毋 こま怠どを作って 遊ふ

よく回るよ バーく｝ ，して遊ふ

鯉聴灘 雛灘 鸚 譲蹶 ヨF彳H氏 （5）フ　磁石を使 ，た遊ひなと宣 L て　塾塗孟L
の はた らき L 関 L をも つ 甲 〔6〕工 　棒 低 石や U磁

中 （』）　磁 石 乾 L趣 なとを快 って遊 志

親   確 險 副 昏劑麟 ・ダ 夢 石を使ウて砂銑を集め たり くきなとをつ けたウして

み 庭低 〔詑 ）　
’

ま，て 遊 ひ L し カ な し よっ1 す る 甲 」1、　 外山す蔚時 は 鍔 の 人Ln き先を告ける 械イコ の はた bき1 関し電もつ

中 （27〕　 遊ひに い くとき盛霧 の 人 帳 告ける 高 （2 〜） 高 〔1）　 外 出弓る時 ま f丁き先 用 fL お およそ の疥 理 f十高 〔7）イ　紙て っ ぽ りや 水て ！ぽ つ
キ 作り壁 高 轡〕　 水鈔砲 串亀話 たこなどを作って 遊 葫

外 出 する時は 家の 人に行 解 きを告け る 宅時刻を家 の 人 L 告 デる 水力よく飛 ふ よっ
1＿くふ ）ダる 高 （7＞ウ　先電話を作っ

祉 会 低 に4〕　 始業や終楽 給 賁なとの合 い 図が ノ 低 〔2｝　始彙 終身 給食なとの 合 い 図｝一したカっ て遊ひ t幼 糸を伝わ 丿て 聞こ 凡 る」とを知る

い 广 い ηかる 中 （3ノ　あq氾や学校 の 日躍 噌そ 丿た 生把を ， る 理刊高 （7 ， エ 　 」めがねてもの を見た り 虫め が ね 葛 〔10）　虫めカ ね 乾究池なとを使って乾ぷ

社 会中 （15）　 字校 の 口認にそっノィ］勁が た い た い ｛辱亢をあて L 叩 い 紙を隹がしたりして 虫めがねの は

ζきるよっ L づる　  （8）　   佼の 凵課 L そ ワ て きま 嘉懃驚 饗野
瞭 の 時瞭 瞬 憩 こ遇

た らきを知る

ト
〕よく竹動 ナる 理得低 〔の 工 　 水道 の せ んや こ澄 の スイ ノヴ の顕 中 lq）　 通灯 の スイノチ 懐中重灯なとの 扱 い  なれ

低 〔男　 ヒば き 下 はきを区 別する い 方 ト〆や 窖 の 閉け方や締め んがわか る 中 、6〕 る

社 公低 （12｝　 上ぱきとT ばきを1栃 田レたり こ み をご 低 〔4）　 こみはごみ 箱L 捨 ごる 万 　 はさみ ノ1刀　へ／ チ くきぬ き 懐中昆 燈 吸 い 葛 GD 　簡甲な電賤咢 目なと の 扱い 1なれ る

み箱  措てるなどの チ級に 4っ7 る簡早なきま1
，を矧る 蘇   錠遠麒 どの時姉藷 の姶杰をするを鯔 Lけ十 ノ 7 なとの よ ノな封 近な生活で糺われ て い る簡

れ会 低 （4）　 他 人の物 をだま，（持 って レ カ な い 低 〔o）　む やみ ｝一他の彖や教室 L はい ウ ない ◇ 単な器 ロや道具の はたらきを知りそ の扱 い に慣 れる

低 〔b｝　他 人の物や ブ校 の椦を珮 断て持 ってレ カな

レ

中 〔4）　 学枚 の 図禽や ス ナ
ー

ノ用具など 位っノら

社会 高 （ユ韓　 皆て使っ遊 ひ迫具や 学習用具 そ ，し カ な b す返す

道具 や ゴ禄文庫 の 不なとの 学敕の 備品を使った り

⊥ し くもとの仁置 1誘 どす

7
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精神薄弱教 科 「生活科」新 設 に 伴う各教科の 内容の 変化

◆は削除された項目，▲ は他教科に移動した項目，◇は新設され た項目で あることを那 す、
網針O数字の 項 LIは本稿本文の ，，述 、党明参照項 目で ある．
出典 　38年指 導要領，46年指 導要領よ t）作 成

「手伝い
・仕事」、「きま り」、「金銭」、「自然」、

「社会の し くみ」、「公共の 施設」で あ っ た 。

　 昭和 46年生活科 の 内容項 目とそれに 対応する

昭和 38年の 各教科 の 内容項 目をTable　1に示 し

た 。 昭和46年の 生活科の内容項 目は、ほ とん ど

が 昭和38年の社会、理 科、家庭、体育の保健 の

内容項 目と対応 して い た 。 また 、 国語 、 算数 の

内容項目 も含ん で い た 。

　 2 ．身辺 生活 ・基本的生活習慣の 内容規定 と

　　 意味づ け

　 「基本 的生活習慣」は、昭和38年の 家庭を中

心 に、体育 の 保健、社会にお ける基本的生 活習

慣 に関する 内容項 目が対応 し て い た 。

　 昭和 46年 で は 、 高学年にお い て 、高 （3） 「好

き きらい をせ ずに食 べ る と、か らだに よ い わけ

が わか る 。 」の よ うな守るべ き生活習慣 とそ れ

に よ っ て もた ら され る結果 に 関す る知識 や 高

（12）「そで、え りな ど、衣服の 各部の 名称が わ

か る 。 」の よ うに通常教育の 家庭科 の 要素 を含

ん だ 内容項 目が 新設 された （Table　1の 網掛 で

  が つ い た項 目を参Yh）。

　 また
…

方で 、 昭和46年 にお い て 、昭和 38年の

社会 の 高 （18） 「人の 迷惑に なる よ うな不衛生

なこ とを しな い よ うにす る 。 」や家庭 の 低 （33）

「家庭の 人 が仕事 を し て い る と きは 、 じゃ まを

しない
。 」 の よ うな 、 「迷惑をかけない ようにす

る」 とい うよ うな表現 内容項 目が削除され た 。

　 こ れ らは、「基本 的生活習慣」 などの 内容に

対 す る立 場の 違 い が 影響 した もの と考え られ

る 。 昭和 38年の 家庭は 通常教育の 小学校高学年

にお ける家庭科 とは性格が異 な り、 その 内容 は

「普通児で あれ ば 、 すで に家庭生 活 で 身に つ け

て い るはずの 基本的な生活習慣 の 形成や 、身辺

生活 の 処理 な ど」 （文部省 ［1966］38）であ る

とされ た 。

一一・
方、昭和46年で は、「『生 活』の 内

容が 、成入生 活 の た め の 準備 の た め の 、 い わゆ

る
“
しつ げ

T

的内容で構 成される べ きで はな く、

児童の 現在 の 生活 を充実 させ 、 高め るた め の 内

容」 （文部省 ［1974］ 54）で ある とい う考えで

あ っ た 。

　 3．学校 ・家庭 ・社会生活場面を想定 した内

　　容 の追加

　昭和 46年で は 、 昭和 38年に概略的に示 された

内容項 目が よ り具体的 ・行動 的記述 で 示 し直さ

れ た 。 こ の た め、内容項 目数が 増加 し て い る 。

例 えば、昭和 38年の 社会の 高 （17） で 「い ろ い

ろ な交通規則 を正 しく守 る 。 」 と概略的 に示 さ

れて い たが 、 昭和 46年で は 「健康 ・
安全」の 中

（7） 「道路 を横断する時は、右左 をた しか め 、

手 をあげて わたる 。」な ど具体的 に 7 項 目に お

い て示 された （Table　1，網掛  の 項 目を参照）。

また 、 「金 銭」の 内容項 目の 多 くは 、 昭和38年

の 国語 、 算数の 内容項 目が含 まれて い たが 、そ

れ ら にカ［1え 、 中 （2）「『10円』、『50円』、『100円』

などの 貨幣 の 種類が わか る。」や 高 （2）「1，
000

円以下 の 貨幣や 紙幣の 種類が わ か る 。 」の よ う

に貨幣や紙幣の 種類 の 理解 に 関す る内容項 目が

新設 された 。
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　生 活科 の 内容 は 、 学年段 階に 着 目す る と、昭

和 38年の 低学年 に は設定 されて い なか っ た 中 ・

高学年の 内容項 目が 46年 に は低学年で 設定 され

た もの があ っ た （Table　1，網掛  の 項 目を参

照）。例 えば、昭和38年低学年で は係 り活動に

関す る内容項 目が見 られない が 、 昭和 46年には 、

手伝 い
・仕事 ・役割 の低 （5） 「あ い さつ の 号令

か けや 黒板け しなどの 係 り活動をす る 。 」が 設

定され た 。 また、社会の しくみ ・公共の 施設の

低 （1）「い ろ い ろな種類の 店が ある こ とが わか

る 。 」、 低 （44） 「『お まわ りさん』や 『郵便屋 さ

ん』が わか る 。 」 な ど、 昭和38年で は 中 ・高学

年に しか 示 され て い なか っ た 内容が 、 よ り平易

な 内容記述 の 項 目 とし て低 学年に付 け加 えられ

た。

　 また 、 昭和38年で は 中学部に しか示 されて い

なか っ た 内容が、昭和46年小学部生活科の 内容

に 付け加 え られ た （Table　1 ， 網掛  の 項 目を

参照）。 例 えば 、 昭和46年社会の し くみ の 高 （4）

「社会 の 行事や祝祭 日など の お よその 意味がわ

か る 。 」 は、昭和38年中学部社会の 「22　祝祭

日の意味が だい た い わ か る 。 」に対応 して い た 。

46年指導要領の 改訂 に おい て 、 「「生活』の 新設

と関係 あるな しにかかわ らず 、 その 他の 各教科

の 内容 に お い て …　　 対象児童 の 障害の 重 度化

が 考慮 され、内容 の 程度が い くぶ ん さげられ た」

（文部省 匚1974］50）。 しか し 、 上述 の よ うに、

生 活科の 項 目は 、中学部 の 内容 が 高学 年 に、

中 ・高学年の 内容が低学年 に まで 拡大 して設定

され て い た 。

　 また 、手伝 い ・仕事の 分野 に お い て 、中 （6）

「仕事の あ とかたづ けをす る 。 」 など 「仕事」 と

い う語句 が 使 われ る よ うに な っ た （Table　1 ，

網掛  の項 目を参照）。 「仕事」 とい う語句の 定

義は定か で は な い が 、昭和 38年 に は見 られなか

っ た。こ の 「仕事」とい う語句は、社会生 活の

区分で 内容 を構想 した こ とか ら、取 り入れ た も

の で あ る と考え られる 。

　 生 活科の 内容項 目における生活場面 の範囲を

見 る と、 きまりの 低 （1）「きまっ た通学路で 登

下校する 。 」の よ うに登下校 、 高 （3） 「集会や

校外学習 な ど の 時は 、集団行動に必要なきまり

を守 る 。 」 の よ うに 集会 や校 外学 習 な ど 、 学

校 ・家庭 ・社 会生 活に お ける 場面 を例示 した項

目が増 加 した （Table 　1 ， 網掛   の 項 目を参

照）。

　 昭和38年の 国語か ら生活科に移動 したあい さ

つ に関する 内容項 目は 、 食事の あい さつ 、 寝起

きのあ い さ つ 、身近な人との あい さつ （Table　1，

網掛   の 項 目を参照 ）、 社会 と家庭か ら生 活科

に 移動 した あ とか た づ けは、食事、入浴、学習

道具 ・遊び道具、仕事の あとかたづ け （Table　l，

網掛  の 項目を参照） と、学校 ・家庭 ・社会生

活 と様 々 な場面 に応 じた内容項 目に分けて示 さ

れて い た 。 また 、 昭和46年で は国語 からはが き

を書 く項 目が 削除 され た が 、生活科に お い て、

はが きの 購入 か ら投函まで の
一

連の 項 目が新設

された （Table　1，網掛   の項 目を参照 ）。

　生活科の 新設の 意図に は 、 「い わ ゆる生活的

内容 を 、 教育内容 と して大 きく位置づ け」 る こ

と、 「各教科や 各領域 の 内容に 合わせ て授業 を

行 う際の 中心的内容を組織 して お くこ とに よ っ

て 、教科別 ・領域別 に内容を分け な い 指導を充

実させ る こと」が挙 げられ た （小出 ［2001］18）。

昭和38年の 内容項 目との 比 較 に おける生活科の

内容項 目の 変化 は 、 生活単元学習や 日常生活の

指導な ど領域 ・教 科を合 わ せ た 指導 をす る た

め、身辺 ・家庭 ・学校 ・社会生活にお ける生活

経験 を網羅す る よ うな内容項 目を 充実 させ た こ

とに よ る と考えられ る 。

　 4．昭和 38年の 理科 と昭和 46 年生活科 自然

　　分 野

　昭和46年生活科の 自然分野 は 、 昭和38年の 理

科の 内容項 目が対応 して い た 。 昭和 38年で の 理

科低 （2） ウ 「木の 実や 落 ち葉 を拾 っ て 、木の

実遊 びや 葉並 べ な どを して、実や葉の 色 ・形 ・

大 きさ な どに関心 を もつ
。 」が 、 昭和 46年 自然

低 （1）「草摘 み、木の 実拾 い
、 落ち葉拾 い な ど

を して 遊 ぶ 。」 とな っ た。こ の よ うに 、 昭和 38

年の 内容項 目に見られ た活動か ら得 られ る知識

や技術 、 態度に 関する記述が削除 され 、 昭和46

年で は活動内容の み の記述 に な っ た （Table　1 ，
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自然，昭和 46年にお い て 削除され た昭和38年の

記 述 を下線部 で示 した）。 こ れ は 、 生活 科の 内

容項 目は 「児童に経験 され るべ き活動 と して 表

現 され」る とい う方針に よる もの と考え られ る

（文部省 匚1974］55）。 しか し、その 活動か ら児

童の学ぶ 内容が考慮 され ない 場合、形式的な学

習 に な り、「這 い 回 る経験主義」に 陥っ て し ま

う危険性 も存在する と考え られ る。

皿．生活科の 新設に 伴 う他教科に おける内容項

　 目の 変化

　 1 ．生活 に即 した内容の削除 と教科の知識 ・

　　技能へ の 限定

　昭和38年 と昭和46年の 生活科以外の 各教科の

内容項 目を Table　2か らTable　6に示 した 。

　昭和38年国語か ら、あ い さ つ や経験 したこ と

を話す こ と 、 買 い 物 に必要 な こ とば、か るた遊

びな どの 内容項 目が生活科 に移動 した 。 また 、

時間割表な どを読む こ と、 日記や記録を書 くこ

との 内容項 目が 削除 され た。また、昭和38年低

（1） エ 「絵本な どを見て 、 その 内容に つ い て話

し合う」が 、 昭和46年低 （2）「絵本、紙 しば い 、

劇、幻灯、テ レ ビ、映画な どを見 て、お もしろ

か っ た こ とを自由に話 す 。 」 に な っ た よ うに 、

表現 が単 に 「話す」 に変更 さ れ 、 「話 し合 う」

活動 が内容項 目の 表記か らな くな っ た （Table

2 ， 網掛  の 項 目を参照）。 こ れ ら の 変更 に よ

り、国語科の 内容項 目の 中に生 活場面にお け る

聞 く・話す
・
読む ・書 くこ と を用 い た 実生活に

お け る活動の 内容項 目が少な くな っ た 、

　 また 、 「読む こ と、書 くこ と」で 低 （6）「い

ろ い ろ な線や形 などを なぞ っ た り、 書 い た りす

る 。 」 など書 くこ と に関す る意欲や 動作が新設

され た （Table　2 ，網掛   の 項 目を参照）。 昭和

38年か ら引 き継がれ て い る項 目と合わせ る と、

特に 「書 くこ と」 の 内容 は 、 ひ と つ ひ と つ の

「書 く」行為で 示 され た内容項 目が 多 くな っ た 。

生活科の新 設か ら、国語科の 内容項 目は、実生

活の 活動の まとま りと して 示 された もの が 減

り、聞 く ・話す ・書 く ・読む こ とそ の もの の動

作単位で示 された項 目の 割合が 多 くな り、国語

の 知識 ・技能の 習得 に関す る内容 に限定 された

と考えられ る 。

　算数で は、昭和 38年の 道具 の 数合わせ や買 い

物などの 内容項 目が生活科に 移動した （Table　3

の ▲ 印の 項 目を参 照 ）。 また 、 昭和 38年 の 中

（12）「学習の 道具や給食の 食器 などをひ とりひ

とりに まちが い な く配 る こ とが で きる 。 」は削

除され、昭和46年に低 （3）「物を配 っ た り組み

合わせ た りなど して 、 1対 1 対応 をす る 。 」が

新設 され た ように 、具体的に生 活に お ける活動

と して 示 されて い た記述が、削除された 。 こ う

した生活科へ の移動や削除 、 記述の 変更 に よ り、

算数にお い て も、生活場面にお ける活動で 示 さ

れた内容項 目が減 っ た 。

　昭和38年低 （1）「身近 に あ る い ろ い ろ な もの

を並 べ た り、比 べ た り、取 りか え っ こを した り

す る 。 」、（9）「お もち ゃ や 道具 を種類 別に分 け

て しまっ た り、もとの 位置 に もどした りす るこ

とがで きる 。 」の 内容 は 、 昭和46年低 （ユ）「お

もち ゃ や道具な どを種類別 に分 けた り、 並べ た

り、比 べ た りす る 。 」 に まとめ られ、数量 的な

操作活動 の み に 内容が 限定され た 。 さ らに 、昭

和38年 、 昭和 46年の 両方 に数を数える と い う内

容項 目が ある が 、 昭和 46年算数科で はそれに加

え 、 中 （1）「具体的なこ とが らを通 して 、 順番

が わか り、順 序数 を唱 える 。 」が 内容項 目に 新

設 され 、 数量概念の 内容が 重視 され た 。 また、

昭和38年の 算 数で は、内容項 目に 「具体的なこ

とが らの 取 り扱 い を通 し て」 な ど活動を通 した

学習に 関する記述が含 まれて い た が 、 昭和46年

で は図表以外 の 分野 にお い て その 記述 が削除、

変更 され て い た （Table　3の 下線部を参照）。

　昭和 46年の 音楽で は 、高 （10）「簡単な リズ

ム 絵譜 を見 て 、 合 奏をす る 。 」の よ うな 楽譜、

図画工 作で は高 （6）「色合 い の 違 い 、色 の 寒暖

な ど が わ か り、色の 組み 合 わせ を考えて 表現す

る 。 」の よ うなデザ イン や 低 （10）「自分の作品

に つ い て話をす る 。 」 や 中 （10）「友だ ちの作品

を見て 話 し合 う 。 」 な ど鑑賞の 内容項 目が新 設

された 。 こ れ らは通常教育の 音楽や 図画工作に

含まれ て い る内容 で あ り、 「精神 薄弱」教育に
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Tab 【e　2　1昭和38年と昭和46年 の 国語 の 内容項 目

昭和 38年 昭自［46年 昭和 3s年 昭和46年

鞠 越 と曇話雛 獄 雌段互聞惹ごど簿 段 蝋 尋匿勘融 灘 雲飆 ゼ攤 藩親 壕 伽 諏 器轡 鞍謝 袋綴 ざ纃癬 続 繊 ’想 辷どll蛾 二読むごと意、讎 飄 どとう櫞 驚 支鐸隼購 晒

U）ア　動物 漂 り物そ の 他，身近な生活の なかの 事物を衣 わした絵 本，i（D　 身近 な牛活の なか の 事物を 〔1）　 図形や絵などの 異同がわかる．
写頁，模 型な どを楽しん で 見る． 表わした絵本 ，写臭 ，嘆型 ，姫 い 紙 ◇

〔1）イ　友 だ ちとい っ しょに短 い 紙 しば い ，劇，幻燈 ，放 送などをしまい ま しばい ，劇 ，幻 灯，テ レビなどを楽し （鋤 イ　字と絵 の 違い がわかる， 12）　文字と絵の ちかい がわかる．
で見たり聞 い たi

］する． んで 見たり聞い たりする． （3）ウ　ひらがなや漢ネ で 書か れ 〔3）　日分の 儒まえの文字が わ か る．
（2）ア　担

・
任や友だちなどの 話を聞く， （4｝　担任や 友だちなどの 品や ，さ た自分の 名まえがわかる， 〔4）　 絵本，テレビ などに出て くる文

（2〕イ　訴 し かけた人の ほうを向い て 開く，（→中1 しず1説明をまちがいなく聞きとる． 宇に 興味をもつ

（2〕ワ　担 任などのさしずを聞い て，できるだけその とおり行動 する， （3｝ア　身近な生活にお い てレしば 〔5）　 しばしば触れる看板，広告 そ

〔2）工 　絵 沐 ，紙しば い ，幻 燈などを見なが ら話を聞く． しば触れる看板 1 広 吉，その 他の 標 の 他の 標織などに 注意する．．−匿．冒齟rrr1．一．」・L國． 國．．．「．． 國齟「．．■．r一「1
（1｝ウ　紙 しばい、劇，幻燈，映画などを見て ，おもしろか ったことをこ とば （2） 絵ボ1 紙しば い ，劇，幻 灯，テ 識など に 注慈 を向ける

低 や動作で 表わ す． レビ，映画などを見 て ，おもしろか っ （3） 工 　 絵合 わせや 簡単なかるた

翫 霧礪 麺 鱒難
囁
勘

ヒ
睦煦 三多懸 たことを 白由に 認す， 遊 びをする．▲ 生活

（D オ　話を 聞いたり，絵本 などを見て，ごワこ遊 びや 劇遊びをする． （3＞　 ご ワ こ遊びや劇遊び の なか で，
（2〕オ　身 近 な人に，ごく簡単な R常のあいさつ をする．▲ ノト活

（2〕力　 臼分 の 名まえ，学校 や担仟 の 名なとを 言う．▲ 生活

肖由に話 したり聞 い たりする．
　　　　　　　　　　　．．
（3）オ　自分の 名まえをわか る程 度

に香く． 鑼鱗欝 黶 鬻

（2〕キ　名 まえを呼ば紅たときには，はっ きりと返事をする．▲ q・活 （3）力　船 筆やクレオンなどで鏑単

〔2）ク　目の 前にあるもの につ い て，廻任 や友だちなどと話す．▲ 生 話 な絵 口記を書 く．◆
〔2）ケ 　見 た こと，聞い たこと，遊ん だことを担任 や友 だちなどと話す ．▲ （5）　 担任 などに簡単な 依頼や 訴

生活 えなとをする，
〔2｝コ　 担 任 などに簡 単な依頼や訴えなどを丁 る

〔1）ウ　簡 炉な放送や録音なビを聞くことに慣 れる，◆ （j）　 簡畢な 童 話，物語，放送 ，録 〔1）　 絵本などの 文宇に 1翔心 をもち

〔1）工 　簡 単な童話や 物語などを皆 とい っしょに楽しん で 聞く． 音などを皆とい っし ょ に楽しん で聞く、 読もうとする．
（3＞　話 し手の ほ うを見て 注意して （2）エ 　π常生晒に おい て，しばし 〔2）　 しばしば触れる看板，広告 そ

〔1冫ア　担任 や友だちなどの 話を注意 して聞 く． 聞く． ば 触れ る看楓 広 告，その 他の 標識 の 他 の 標 識などに つ い て の 閼心を

  　 担任 などの さしずや説 明を止 など の 意味 が わか る． 高め る．
〔1）イ　担 仔 などのさしず や説明などを正しく聞き取る． しく聞いて 行動す る． （2｝イ　ひらが なや彿単な漢字を読 〔3）　 身近な‘1．活の なかの 事物な

〔U 力　担 任 などから指 示を受けたり，什事を言 い つ けられた時には，よ （5〕　譎し合い の 時など．相于の 話 む． どを表わ した 、ひ らが なで 書か れ た

く聞い てその とおり行動する， を藻わ りまで 静かに 聞く　　　　　　國 齟．．「．r「．．1．一（2）オ　 日常ノい舌におい て，」ぱし 簡単な語句を読む．齟．．−rrT．．．一醒齟齟■幽「 ．．．
〔1）オ　身 近な人に簡 単な日常の あい さつ をする．▲ 六卜活 ば 使われ るか たか な書きの ことばを

ω キ　臼 分 の 覗など の 名まえや 住所，学級や 学牧や 担仟の 名などを言 読 む．〔→高）

う．▲ 生活 〔2｝ア　 絵 本 や簡 璽な 紙しば い ，し1）　 絵 本や簡単 な瓢 しば い や幻

（1）ク　担 任 などに簡 単な依 蝋や希望などを言う （4）　簡鼡な 伝菖をする． 幻 瀞などを見たり、聞 い たりして，そ 灯などを見たり聞 い た りして ，そ の 内

（1〕ケ　鱒 サなことなら，家 の 人や 担任や友 だちなどに尋ね たり，答えた の 内容の あらましがわかる， 容 の あらましがわ か り，絵 水 などに

1卜：りする． 〔2）ウ　泱 字で τ
，
｝か れた家簾 ，友 興味 をもつ ．

（1）コ　身 近な麗験に つ いて ，家の人や 担任 や 皮だちなどに話す ．▲ ’r だ ち、担任などの 名まえや 学校名が

活 わかる，▲ 生活

（1）サ 皆 σ 冫前で簡単な話をする．◆ （2）カ　 か るた遊 びや文宇 遊びな

ω シ 聞き手 のほうを向いて ，なるべ く気 おくれしない で話す．◆ どをする．▲ 生活

（D ス 　担 任からの簡単な伝註を家の人などに伝える，
（D セ 　簡 単な紙しばい ，幻燈，劇．映画 ，放送などを見たり聞 い たりして，
おもしろかった ことなどを話す．◆

P 「

舞
激 齲 婬 撥 徽 鏐

（D ソ　友 だ ちとい っ しょに，簡単 なせ りふ の ある劇をする， （の　友だちとい っ しょに ，簡 單なせ 〔2）ク　読めるようになっ た文
「
ゴを使っ （5）　 ひらが なの 簡単な串句を見て

（1）夕　なる べ く止しい 話しかたや発 音で話す ，
（1）チ 　身 近なくL活に お ける簡単なきまりや 約束ごとなど に つ い て の 意

りふ の ある劇をする．
〔7）　 幼児詰 と正 しい こ とばの ちが

て 表わ した こ とばを省写する

（2）キ　 ひらがなや漢字 で白分 の

轡き写す．
　　藪蕪 賦 灘螻鑞 醗鵡

味が わ か る ．◆
（1）ッ　情 単な買物に 必要なことばが わ かる．▲ 生 活

い に気 づく．◇
〔油　 まちが っ た発 爵と正 しい 発音

名まえを省く 〔→局 ）

｛2〕ケ　絵 日認を書 く．◆ 毫鉛晒 攤 娯漢意濕離
F

の ちがい に気づ く． ミ

誰 鱗 獵 瓢 鎌磐
かる’
　　 i

勝 繍 鑑ご諜｝
り し鰈 しんで聞く’

　　 1
総。犠灘貍藩讐
借

の

鶉鵝 黔 。 。。 。、、

（2）イ　 ri常生活 にお い て，し1よし

ば触れる看板，広 告その他の標 識，
立て札，掲 示などの 意味がわかる、
（2＞ウ　 ひ らが なや 漢字で 書か れ

（1）　 しばL ば触れ る看板，広告，
その 他の 標識 ，立て孔，掲 示などの

意味がわかる．
（2）　 ひらがなや ，よく使 われる簡 甲

〔1〕イ　 人の 話を鬆わりまで 聞く．（→中） たり，わからな い ときにぱ 聞き返 した た謡句や短 い 文を読む， な 漢字や か たか な で書か れ た詒句

〔1〕力　 聞 きとれない 1哮やわからない ときは聞き返す りする． （2）ア　 やさしい 前み物を読むこ や短 い 文を読む．
（U キ 担 任 なビのさしずや説明を正しく聞き取 ってわ動する，轡 中 ｝ （3）　先 生や家の 人 などに ，要件を とに興 味をもつ ．

落とさずに．簡単に 伝百をする． 〔2）工　時 間割 りや目課表 などを読 （3＞ 絵本 や，やさしい 読 み物を読國．
む．◆ むことに 興味をもつ

鑼籔
講 攤 灘 騰 懸 諏 越 饗薤澱

（1｝テ　見 元 り，聞い たりした映画，劇，放 送などの 内容に つ い て説明す

．
〔2）力　 目創 けや曜日などを止 しく

書 く．◆
罷o靉羅購 難 憲溝灘 ：

徳
る ◆ 〔2）キ　ひらが なや簡 学な渙字 を （5）　 ひらが なで詒 句や短 い 文 を

（i）コ　わ か らないことを扣仁 や友 だちなどに進 んで尋 ねる．◆ 脅く． 霄 く

Q｝ク　簡 単な日常の あい さつ をする．▲ 牛活 〔2｝ク　日常骨 活に おい て，しばし   　 自分の名まえな髄 農字で書く．
〔1）ケ　自分 の住所 ，氏名，年令などを正しく言う．▲ 生活 ぱ授われ るか たか なで書き表わ すこ

高
〔D セ　 簡 単 な伝言なら正しく伝える． ，

とばを書く．
Q ｝ス　来 客 があった場合に取り次ぎや簡単な応待をす る．▲ ど1・活 〔4）　 話し合い や 学級 会などで ，聞 〔2）才　自分の 名まえや住所をはっ

黷麟 覊鏤鑞驤攤 諜 皺

き手の ほうを向い て，はっきりと話す．
〔5）　 友だ ちとい っし ょに ，簡単な劇

きり書く．
〔21 ケ　 簡 単で 短い 文などを書 写

！〔1）サ 　ノ、か ら物事を1用か れたときには，はっきり答える ，◆ などをす る， する．
（1）ネ　皆 と い っしょに 楽しく簡単な劇などをする． 〔6）　 なる べ く正しい 莞骨 で話 す． 〔2）コ 　簡単な記録などを書く．◆
（1｝ヌ　なゐ べ く丁しい 話し力や発 音で，適当な速さや大きさの 声で 話す．（7）　必 要なときに は ，て い ねい なこ （2＞サ　 はがき杜 度 の 簡 単な通 信

〔D 二 　必・要 な蒔に力言や 乱暴なことばなどを使わない で話す ， とばで 話す， 文や R記 などを書く ◆

（D シ　八 に 物皐を頼むと包 ことわるとき，あや まるときなどに適切なこと

ぱを使う．▲ ノ1贈
（1）ソ　簡 単 な買い 物に 必 要なことばを硬 う，△ 生活

（D 夕　冢 の 人や担任，友だ ちなどに 見た り，聞い たりした ことを，で きる

だけ順序 よく話す ▲ ぐ「：活
（1）チ 　皆 の 前で 臼然な態風 で話 す．◆
（工）ノ　簡 単 なことなら電話をか けた り、聞い た りする．▲ 生活

◆は削 除され た 項 目，▲ は他教科 に移動した項 目，◇は瓠設され た 項目で あることを示す．（→中）が つ い て い る昭和 38年の 項口は，昭和 46年で は 中学年で あることを衣丁 ，
網掛O 数字 の項 日は本稿本文の 記述説 明参照項目である　 出典 　38年 指導要領，46年指・尊要領より作 成
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Table 　3 　昭和38年 とll召和46年の 算数の 内容項 目

昭和38年 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘
η和 45年　　　　　　　　　　　　　　昭和 3S 年　　　　　　　　　　　　　昭和46年

、数 識 算 》　
報弟

狐
陣導

ご　 城 歩　　喚
ヂ

鮨   　 演，．　 や 剛
　 　　　　　 　　 亀 詳急

隅 ゆ 艦 ゆ丶　　　 麹鋩 と図表
♂

曳 竜触 　　　　　弊 　　　　　　　
嚇
　　　　　

卿
謡 　　　　》

醸
ず 　彫 　　　　　　　　　琳

（上〕　 身近 にある い ろ い ろなもの を並べ た り，比べ た り， （の　物の 形 に つ い て興味 や関心をもち

取りかえっこをしたりする．
〔1〕おもちゃや道 具などを種類 別に鈴 けた

り，並 べ たり，比 べ たりする．

低

（9）　おもちゃや道具を種類 別に分 けて塾 との

位置にもどしたりするこ とが できる，

〔4）　具 体的な経験を通して 丸，三角，
閃 角な どの 図形の 区別 が わ か り，名称

が 言える，
〔3）　 具体的 なことがらの 取り扱 い を通

丸1四角などの 特徴に気づ く．

〔5）　 上 や下，前や 後ろなどが わか る ．
（2）　具体的なもの で 多い，少 い ，大きい ，小さい など杢
わか る，

〔2）蕃 量 の大 小 などを比 べ 多い 少 ない ，
大 きい ，小さい などに気づ く．

L血 上や下，前や後などがわか る．
（5） 具 体的 な

柄
とがらの 取り扱い を通

〔6〕　 遊びや生活表などで 使う○，×の

記号 の意味 がわか る．
して、O ，　X などの 記号の 意昧が わ か る，
  ｝　丸，三 角，四 角などが だ い た い 書 （5＞　 丸 、三角 ，阿角 などの 形 がわか っ

ける 、一 て，名称が い える．

中

〔P 　 身近 にあるい ろい ろなもの を数 えたり、それを数宇

に 省 い た りす る．
（ω　 具体 陶なことがらの なかで ，加える必要の あること

がわかる．◆
（7）　 具体的なことが らの なか で ，余った り，足 りなかった

りす ることがわかる．◆

（工〕　 具 体 的なことがらを通 して，順番が

わか り，順序数を唱える，◇
（2｝　身近に ある い ろ い ろ なもの を数えたり，
數字を読んだ り書い た りする．
（3）　 具体 的なことがらを通 L て ，必 要に

応じてもの を加えたり，滅 らしたりする．◇

〔3） 具体 的なことが らを通 して右 や 左

がわかる．
口0） 身近な生活のなかで 使わ れて い

るQ ，X などの 豪がわか る．

（6）　 自分 のか らだに つ い て ，右 ，左 が

わかる．
（7）　 身近な生 活の なか で 使われて い

るO ，x などの 表が わ かる、

高

（1）　 具体 的なことがらの扱 い の なかで，やや広 い範囲
の 数を数えたり，読んだり，誹い たりする．
（2〕　 簡単な加法や 減法を用 い る場合に つ いて 兔1り，初
歩 的な欝算が で きる，
（3）　 そろばん の しくみがわかり，数 をおい たり，読 んだり

する，◆
〔4）　 具体 的なことが らの 扱い の なかで ，同 じ種類 のも

の を集め たり，まとめ 冗 数えた り，同 じように分けた りする．

〔1）　 やや広い 範囲の 数を数えた り，読ん

だり，書い た りする，
（2）　 簡単 な加法 や減法を川 い る場合が

わか り，初歩的な計算を重重．

（3）　まとめて 数えた り等分した 1，する．

ほ0）　 丸，ヨ角，四角、長四角などがわ

かり，それ らがかける．
（9）　 簡 単な生活 の 処埋 を，○，X など

の表で 表わす．

（7〕　丸 、三角，四 角，長四 角などが わ

かり，それらが轡ける．
（8〕　 簡単な生活の 処理 を，O ．×など

の褒で 袈わ す．
買い 物

魂：と測辻　
ト

へ 鉱 ．顯 　　嘸 繍
帆
　 喋 £ ．建 僧 こ 満　　　　 ．ご　 鑑　 脳》　 欝

．
寅蒐物轟  磯 　璽　 崢

帆
w
　　

夢
鱒 　　　　智　“｛　 脅

雫ミ  浄
低

（6〕　 朝，昼，晩がわ かる．◆
（の　自分の 年がわかる．◆

〔3）　 物を配 っ たり赳み 合わせたりなどして，
⊥対 1の対 応をする．◇

（8｝　 買い物に は．お金が 必 要なことが

わ か る，▲ 生 活

中

〔2｝　具体 的な経 険を通 して 長 い 短 い 、広 い ．狭い ，軽
い ，重 い などがわかる．
（4）　カレンダ

ーなどに親しみ ，日付 けや曜日が わか る．〔→
高）

〔5）　 壁 三L 時 劾がだ い た い わかる．（帰高｝

〔11）　道具などをもとの 数に 含わせ たり，もとの 位 置にか

たづ けたりす ることができる．△ 生活

口2｝　学 習の 道具 や 給食の 食器 などをひとりひ とりに ま

ちが いなく配るこ とが できる，◆

〔4〕　 長い，短 い ，広い ，狭 い ，重い ，輕 い

などが わか る．
  〕　きまっ た値段 の 簡 単な買 い 物が

で きる．▲ 生沽

高

（5｝ 身近にある具体 的なもの を比べ ることを通して ，長
さや 重さを表わす単 位や それをはかる道 具の ある ことが

わかる，
（6）　 員体的な生 盾と結びつ けて，だいた い の 時刻や 午

前
・
午後の 区別が わ か る．◆

（ア）今日は X 月× 日で あるかがわ かる．

〔4）　 長さや 重 さを表わす単位 やそれをは

か る道具の あることが わか る．
（5）　 時計で だい たい の 時刻がわかる．
（6｝　 カレンダ

ー
を見て ，日付けや曜日がわ

かる，

（S｝　 定価表が 読めて ，簡単なお つ りの

ある買い物 などができる，△ 生活

◆は削 除された項1・i，▲ は他教科
・
に移 動した項目，◇は新設され た項 目であることを示す．（一・申 ｝が つ い てい る昭和 39年の 項目は，昭和 46年で は中学年 であることを表す．また、記述 の 変更

部分に下線を引 い た ．出典 　38年拑 導要領，46年指 導要領より作 成

お い て音楽や 図画工 作教育が 拡張 され た。また、

昭和38年体育科に お い て大 まか な競技名で 内容

が 示 され て い た の に 対 し、昭和 46年体育科 で は

それ ぞれ競技 の 具体的 な運動 や動作 で 内容 が示

されて い た 。

　
一方 、 昭和46年の 音楽や 図画工 作、体育では

学習活動に事
．
前 ・事後的な活動や態度に関す る

内容項 目が 削 除 され た （Table4 ，　 Table 　5 ，

Table　6の ◆印の 削 除項 目を参照）。 例 えば、昭

和 38年の 音楽の 中 （3） エ 「楽器 をて い ね い に

扱 う。 」、 図画工 作の 中 （2）「造形活動のた め の

準備 や あ とか たづ け をする 。」、体育の 高 （31）

「運動器具 の 破損 に注 意 し、 危 険が起 こ らな い

よ うにす る」な どが 削除 され た 。 昭和 46年の 生

活科に これ らの 習慣 的な活動 に関連 した内容項

目が存在 した こ とに よ り削除 された と考 えられ

る 。

　　昭和 38年図画工 作 にお い て も、 中 （ll）の よ

うに図面工 作の 知識の習得 に関 して 「造形活動

を通 し て 」 とい う記述が あ り、活動 を通 した学

習が示 されて い たが 、昭和46年で はそ の 記述が

削除され て い た。また 、昭和 38年体育科 で は 、

内容の 配列 におい て 、 特 に高 （20）か ら （22）

に運動会の 競技が まとめて示 され て い た 。 こ れ

は 、 運動会を行事単元 とする こ とが 想定され て

い た と考えられ る。 しか し、昭和 46年で はそれ

らの 項 目は 、競技別の 大項 目の 中に 整理 され 、

一
部項 目が 生 活科 に移動 した （Table　6網掛 の

項 目を参照）。

　生活科 以外の教科 は 、 そ の教科の知識 ・技能

の 習得に 関する 内容に限定された 。 国語や算数

で は、生活場面 に お け る活動を示 した項 目が 、

音楽や 図画工作、体育で は、それ ら の 活動の 事

前 ・事後 的な活動や関連 した活動の 内容は生活
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山田　康広
・
米田　宏樹

Table　4　昭和 38年 と 昭和 46年 の
’
音楽 の 内容項 目

嚇 1ヨ38年 昭和’16年 昭和38年 昭和 46年

欄 くこど 覧．．　 ．．．＿．遍 詑．．漁 、概懸 、 ．．寵貌
＾
野 轡 ．孤 ．．．ボ．、．．乙．．、悟霞轡晶．．恐 戴 ．廊 諏 ρ．締 羲盤 ぢ

〆蔦 ．．マ諢 ．．軸環建 へ 、．瑜 晦 鸞 評 箆 訊 轍 認 触 篇．．黔 為．魅r燻姿 脳

U ）イ　よい 音 楽が 流れ て い るなか で 遊 んだ 〔1）　 畜楽 が流 扎て い る なか で ，遊 んだり， （5｝ウ　 浦単な楽器 などで音 あて 遊び を 〔4）　 太鼓 ，カスタネ ッ ト，鈴、コ ッ プなどで ，
り，休息したりする． 絵をか い た り，体息した りする． する． 音あて遊ひをする．
〔1）ア　 自鼠1にからだを動 かしながら聞く． 〔2）　知って いる歌の レ コードを楽しん で聞く． （3）ア　い ろい ろなリズム 楽器を自由に打 っ 〔9｝ 行進 曲や描 写音凝 などの レコ

ー
ド演

低
〔1｝工 　先：生の歌 や演 爨を聞く， 〔3）　 先生 の 歌や濆奏を聞 く．

低
た り，簡単な

．…
膏笛を 自出に吹い たりする， 奏に 合わせ て，太鼓，タンブリン、カスタネツ

〔1）ウ　紙しば い や 入 形 しばい な どを見 なが （3）ウ　リズミカル な音棄を聞 い たり，歌を ト，水輔などの 自由演奏をする．
ら「坩く． 歌 い ながらリズ ム楽器を打 っ ． （ユω　 先生が 演奏するオ ル ガンや ア コ

ー
〔1｝ア　 自由に身体反応 をしなが ら聞く， （1｝　崩面に応じた音 楽の 流れて い るなかで， （3）イ　 リズム 楽 器や笛 の 名まえを知 る．デオ ンなどに合わ せ て ，自由に ハ ーモ ニカを

遊ん だ り，給食を食べ た り，身じた くをした り ◆ 吹く．
〔1）イ　ラジ才や 蓄音器等 の まわりに集 まっ て する．◇ （5〕ウ　身近にある楽器の 音色をだい た （4） ハ ーモ ニ カ，木琴，鉄．琴，トライァ ン グ

中 聞く， 〔2）　 自ノ｝で，レコ ードをかけて楽しむ， い 聞きわける． ル ，シン バ ル な どの音あて 遊びをする．
〔：D ウ　描写音 楽などに 興味をもっ ． （3〕ア　 ハ

ー
モ ニ カ，木琴，オル ガンなどに

〔1 ）工 　先生 や 友だちの 歌や 演奏をよろこん 親しみ，初歩 的な奏 法を知る．
で聞く． 中 （3〕イ　 身近 にある楽 器 の 名 まえを知 る．
〔わ ア　 よい 音 楽を静かに聞く． 〔D 　好 きな曲の レコ ードを 選ん で，か けて 楽 ◆

しむ．   ウ　簡単なこ1楽に合わせて ，皆といワしょ （9＞ 打 楽器を使 r）て ，簡単 なリズム 合 奏

〔1）工 　聞きた い 音楽をレコ
ー

ドや ラジオなど （2｝　レ コ ード音楽 などに合 わせ，模 擬楽器 にリズム楽器 を打つ ， をする，
から選んで聞く， を使っ て楽しむ． （帥 工 　楽器をて い ね い に扱う．◆

高 〔エ）ウ　描写 音 楽などを聞い て 場面 や 懐量 〔3＞　蹣写 爵楽，行進 曲，舞曲，序 1抽など，い   　先生の 拍子打 ちやリズム打 ちを模倣

を想像する． ろ い うな音楽を聞く． する，◇
〔D オ　 先坐や友 だちの 歌 や演 奏を静 かに 〔4）　先生や友だ ちの 歌や演 奏を．静か に 聞 （3）ア　木琴や ハ ーモ ニ カ，オルガン

．
などを （7）　 ハ ーモ ニ 九

一
音笛 ，木琴 ，鉄琴，オ

聞く， い て楽しむ． 使って ，簡単 な歌 曲のさぐりぴ き，さぐり吹き ルガ ン p けん 盤 ハ ーモ ニ カ，ア コ ーデ オン な

〔1｝イ　よ い 音楽を皆と い っしょに 聞 く． をする． どの 楽器に 親しみ ，初 歩的な奏怯を知ると

カらえ之．動力す 、F．．射 臆 魅蝋鑓 触 ヅ 丶 ．．押轟 義 覧 ヂξ 冫　済 押 い丶 柵．艦 嘉 2 ともに ，簡単な旋律の さぐりぶ きや さぐりび き

〔2＞ア　リズミカル な音 楽を聞 い て手 ・足 を 自 高 をする，
由に動かす、 〔帥 イ　ピアノや レ コードなどの 音楽 に合わ （呂） い ろい ろな打楽 滞や旋律 楽器を使 っ

〔2）イ　音楽 を聞い て とぶ，歩く，かけあしする，（5｝ 音楽に合わせて，手をたたい たり、歩 い せ て ，皆とい っし ょに リズム楽器を演奏する．て，簡単な曲の 合奏をする．
予を上 げるなどの 簡単な運 動をする， たり，走 っ たり，止まっ たりする． 〔3）ウ　楽器 の 取り扱い や 手入れなどに 〔g）　ビア ノや レ コ ードなどに よる 演奏に 合

〔2＞工 　 動物、乗り物，風や雨などの 動きを （6）　歌 や曲に合 わせ て，．花，ちょう，魚 、うさ 注意す る，◆ わせ て 、合奏や 部分奏をする．
低 表わした音 楽を聞 い て 、それ らをからだの 動き ぎ，象，ジェット機，消防車などの 模 倣表現 を （10〕　 摘単なリズム絵譜を見て，合奏 をす

で表現す る． する， る，◇
（ア）　 「かご めか ごめ．1の ような簡単 な集団 鞠 、寵 譜 、 　壽勘 f “鍵 　

 
　 气

脳
紅怠．等乱 呉　ぺ 著ヅ 、韻．ド ≧

魑 激
冨曙

嵐．
遊びをする， （・D ア　知って い る歌を元気 に歌う． 〔11）　大きな声で，の びの びと楽しく歌う．

〔2）ウ　拍手をしなが ら，また，打楽器をた た （8）　タ ン プリン や カ ス タネットなどで 拍打ちを （の イ　先生 が 歌 う簡単な歌曲をまねて歌

きながら歩く． しながら歩 く．
低

う．
（3）　音の 連度，強弱，高低に合わ せ て い ろ （4｝ウ　皆とい っしょに歌 っ たり，ひとりで 歌 っ

い うな歩き方，走り方をする， た｝〕する．
  ア　簡単な音 楽に合 わせ て，手足を自出 （5）　 簡 単な音楽 の 拍や拍 子 に台 わ せ て ， 〈御 工 　胸を張って 口を大 きく開い て歌う，
に動か す， 手や足 や 全身を動かす 、 （10｝ 知って いる歌 の レコ ードに含わせて

申 〔の イ　手や足を音楽に合わせて リズミカル （6）　 「せ っ せ っ せ一…rはな い ちもんめ」など 歌う、
に動かす、 の ような、リズミカルで 簡単 な集団遊びをする． （4）ウ　伴秦に合わせ て，皆とい っしょに歌っ 〔ll〕　 みん なとい っしょ に歌った り，ひとり

〔2）ウ　音楽 に．含．わせて手 と足 をい ？ しょに （7＞　簡単な音楽劇をして 楽しむ ，◇ た り1 ひ とりで歌 っ たりする． で歌 っ たりする．
動か す． （8）　 膏 楽に合 わせて，動 物や乗り物などの （12｝　 や さしい歌 詞なら，まちが えない で

〔21 工 　音楽に 合わせて模 倣遊びをする． 摸倣表現をす る．
巾

歌う．
（2）ア　ゆるや か な速さや 憩か な 曲に 合わせ （4）イ　先 生 の 歌 い 方や口 もとに 注彦し，〔13）　先生の 歌う簡単な歌を，まねて歌 う．
て ，か らだ を自由に動か す、 それをまねて歌う．
〔2）イ　音 楽に合わせ て ，やや 複 雑な手，足 ＠）ア　 習ワた歌 や，好 きな歌 の リズム や

．
高 の 運動をする． 発音をしだい に正しくする，

〔2）ウ　簡単なフ才
一

クダンスをする．◆ （4〕エ 　 どなった り，小声すぎた りしない よ

〔2）工 　昔 楽を聞い て，自由な 身体表現をす （5）　 曲想 にふ さわしい 自由な身体 表現 をす うに歌う．
る， る． （ID 　 どな o た り小 声 す ぎたりしない よう，

責を聞きわけ義　＿、憐呶，．幽 　．．ご動 　璽．．ズ广　綿 ．　　 ．、、羸f 　履．．．鴨．無も．．き．〆： できるだ け正しく歌 う．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ

〔5〕ア　 音の 強 弱や速 い ，おそ い がわかる． （4）ウ　簡単な歌 の 内容 を理斛 して歌う、 幗 騨 嫐 納 權 曙 して歌う・1
◆ （4）ア　知ってい る歌 ，好きな歌をはっ きり

胝
（5）イ　集まれ ．立て ，すわれ などの 音に よる 高 した発 音と正しい リズ ムで歌 い ，音程もで き

合 い 図に合わ せ て動作 をする，▲ →体育 るだ け整えるように する．
〔5｝ア 　音の 強 弱や 速い ，おそ い に敏感 に 反 （4）イ　先 生 の 歌 う歌曲を模倣 して正しく

応し，音の 高 い ，低 い がわかる．◆ 歌う．
中

〔5｝イ　集 まれ，立て，すわれなどの 合 い 図 の （の 工 　皆と声をぞ ろえて 歌う．
音にび ん しょうに 反応する．▲ →体育

（5）ア　和音を聞い てきめ られた動作をす る，
．
iも
．◆

1呵
〔5）イ　 身近 な生 活の なか にあるい ろい ろな

音に注意 を向ける．◆
◆ は削除され た 項目、▲ は他教科に移動した 項目，◇は新設された項 「ilである

．ことを示す．Ml典 　3S年 指導要領，46年指導要領 より作成

科へ 移動、または削除された 。

　　2．教科 の 内容 と生活 に即 した内容の 関連性

　　しか し、そ の ような傾 向が あ りなが らも、 昭

和46年の 国語 、 算数には生活と関連 の 強 い 分野

は 、 存在 した 。 例 えば、国語の 「聞くこ と、話

すこ と」で は 、 放送 を聞 くこ とや伝言、話 し合

い や 学級会な ど、「聞 く ・話す」の ひ とつ ひ と

つ の 動作単位 で内容項 目が示 され て い た 。 しか

し、 こ れ らの 項 目を実践する場面は、実際 の 生

活場面 で あ る こ とが考え られ る。算数で は、図

表な ど の 項 目で は昭和38年の 時 には 「具体的な

こ とが らの 取り扱 い を通 して」 と い う記述が昭
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精 神 薄 弱 教 科 「生 活 科 」 薪 設 に伴 う各 教科 の 内容 の 変 化

Table 　5　昭和38年と昭和46年の 図画工作 の 内容項 目

1翩 1謁 年 昭和 45fr 昭和 38年 昭和 46年　　　　　　　　　　　　　　　 ；

蜷形
’
写動
厄
　　　　 “　　　 舞　 淋　　　で “　 戸

　恥 　謎　M　ぜ嘶　   迄骭
「：て閉3る知識 技能　　 　　　ξ

．气 ミ津　　　　焔　　 　 尋
　 焦 　晒

12）　 鉛 筆，クレ ヨ ン，パ ス類 ，水絵 の 具な （D　クレヨン，パ ス類や絵 の 具などを使っ 〔邑｝　造 形恬動 の ごく基本となる色や 形や （6〕　 い ろ い ろな 色や 形を つ か って ，白山な

どで か い たり，塗 ったりする． てかく． 低 用具 ・材料 の 名をおぼえる． 組み合わ せ や組み立てをす る．◇
〔4）　 粘土 をの ばした り，丸め たり，平 らに （2）　 身近 なもの をつ か い ，その 形を生かし （7）　 基本 的な2，2の 色名をおぽ える，
したりし，また，ごく簡単な形を作ったりする， て ，押したり，こすり出したりして 版画にする， （1エ）　 造形 活動を通して，基本になる色や （6｝　 藩本 的な色 や形 ，身近な用具や 材

（5♪　ひ もに ビーズ類を通す．◆ ◇ 形や川 具や場オ半1トの 名をおぼえる． 料の 名をおぽ える．
（6）　 自然物をで きるだ けじょうずに並べ た 〔3）　 粘土をちぎった り，こねた り，た たい た （ヒO）　木 片などに 金づ ちで くぎを打ちこむ 、
り，そろえたり，重ねたりする． ［冫，の ば した り．丸 め た り，平らに した りして ， ◆

（7）　 い ろ い ろ な積 み木 で 自出にもの の 形 ご く簡 単な形を作る． 中 〔4）　 はさみを使 っ て，画 川瓢や 邑紙など 〔9｝　 はさみや のりなどの 些本 的な川具 の

を作る．◆ 〔4〕　 粘土 邂ぴで は穴をあける，筋 をつ け で 簡単 な形を切 り抜 い たり，それをの りで 美 使 い 方になれる．
低 （3）　 色や 形 を考えて ，はさみ で画 用紙 や るなど必要に 応じて 身近なもの を用具として しくはっ たりする．

色紙 など を切った り，そ †Lをの りでは った り 使って作る，◇ （13〕　持ち物の 看鯨 や 色などに 閾心をもつ ．
する． （5｝　 草花 ，木の 槃，小石，木 片など 身近な ◆

ものに閧心をもち，それらにさわ っ たり，並べ （力　 の こぎりやきりなどを使 っ て，ごく爾 臆 に2）　 げんの う．の こぎり，きり，糸の こぎり

たりなどする． な木工品を作る． や ペ ンチなどの 使 い 方がわかり，木や針金

（S〕　 おもちゃ や聯 み木などで い ろい ろな形 （8）　針 金，板金 などを使 っ て，ご く鰤単な などでい ろい ろなものを作る，
を作る．◇ もの を作 る， 〔5｝ ポスターなどで ，知らせたい ことをよく

（g）　 工 作しや すい 紙類や 草の 葉な どを，高 〔9）　造形 活動に 必 要な用 具や材料の 名 わか るように ，色 や形を使っ て あらわ す．◇
ちぎったり，：折 っ たり，切ったりつ ない だりなど をおぽ え，その 使 い 方に慣れ る ， 〔6〕　色 含い の違 い ，色の 寒 透などが わ か

して，作 ったもの で遊 ぶ． り，色 の 組み 合わせ を考えて表現 する．◇
（31　鉛 筆，ク レ 才 ン ，パ ス 類，水絵の 具 な （1）　 ク レ ヨ ン ，パ ス 類，絵の 具および色紙 17）　 対称 や繰 り返 しなど の 感 じかだ い た

どで，て い ねいに かい たり，ぬ ったりする、 などを使 って，自分の かきたい もの をかく． い わかり，それ 籾 「
』
カ して 表現する，◇

（5）　色紙 などを使 って、舳 甲な新 り紙，は （2）　 紙そ の 他，扱い や すい 材零1で 版を作 、慙欲 態度及ひ嚢前箏辭 動
申

欺　 さ ア帆 磁　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　瓶 　　 　　 　 　　 　　胛　　　　沸　　　　　　　　　　∫陛
り絵 ちぎり絵など をする． り，版画 にする．

低
（1）　身近 な材料や 用 具を使って 、思 った 〔10）　自分の 作品 につ いて 話をする．◇

19｝　 画珊紙などで紙駄 回を作 っ て刷 る． 〔3｝　 粘 土を使 っ て，目分 であらわしたい も まま自由に造形的な表現をする．◆
〔6｝　粘 土で球 などの 簡単な形を作 っ たり のを俸る． （D 　自出な造 形的表現を通 して ，材料や 〔10）　友だちの 作品を見て話 し合う．◇

中 する， 〔5）　 包装紙や箱などの 身近 な材料を使 っ 川 具 の 使川 に慣れ ，表 現 の 意 欲を商め る．
〔7〕　ビーズ通しなどで，色を交互 に通 す． て ，自由な表現をする．◇ ◆ 　　　 　　　　　　 i
◆ 〔7）　 い ろ い ろな材 料を使 っ て ，切 っ た り，中 〔21　造形 活動の た め の 準備 や あとか た 1

〔8）　 自然物や 糸
・
布 などで，簡 単な模 様

や飾りを作 っ たりする、
　曲げたり、つ なぎ合わせ たりなどして，簡単

】な家勸 物などを儒 ◇

　　 　 水の 流 れや 風などで 動 い た り，走 っ1（5）

づ けをする，◆
q2）　 臼分 たちの作 っ たもの で教室 を飾る．
◆

（4｝　 h 事などの さい に、身のまわりや教 室

などの 飾 りを作 る．◇
たりする簡 単なおもちゃ を作る．◇ 〔1｝　 造形 活動によって 自分の 惹1イ1したも 1亅3）　 美 しい 臼然 の風景 や造形 品に関心　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

（21　鉛 筆，クレヨン、パ ス類，水絵の 具な （1）　記憶や 想像などに 基づい て r 絵の 主 の が 表現で きる喜びを昧わう．◇ をもつ ，
どを必要に応じて 使 い ，自分の 意 図した表 題 をきめ てか く．◇ 〔1〔，）　美Lい 風景や 作品に触れ る．
現をする，◆ （2）　 かきた い もの をよく見てかく．◇ （11｝　 教室 の 掲 示物 や飾りなどの 配置や

…
〔3＞　 画用紙 ，厚紙 ，または，糸 ，布などで （3）　 周彡刻刀を使 っ て ，ゴ ム 板 や リノリウ厶 亡 配色｝ご関心をもち，教室を美しくしようとする．

… 簡単なもの を作る． 板などで，版を作り1 簡単な版画を作る， 1削

◆

鱒 　粘土 で動物などの形 を作り．色をぬ っ （4＞　 粘土 などを使 って ，作る 物の 感 じが 〔12〕　 共 同製 作などで 和手 と協 力す る、
たり，焼い た りする． で きるように作る． ◆

官 〔引　 ゴ 厶板 ，リノリウ ム板 などを彫 刻刀 で 〔8｝　 粘土 で器 物など成形 し．必要に 応じ （1匐　 自分の 作品 とともに他 人 の 作品もた

1冂贋
彫り，それを使 っ て 版画を刷る． て 焼成する． い せ つ にする，◆
（6）　 ビーズなどで ご く簡単なもの を作る ． 〔9） 風や 水 の 力，ゴ ム の 弥 力性 などを生

◆ かして ，動く簡単なおもちゃ を作る．◇
※ 理科

．
窩 （7）ア 　ゴムや ばね を使ワた お 〔10）　糸，ひ も、布などで 簡単なもの を縫ワ

もちゃをくふ うして作 る． た り編ん だりする．◇
〔ll〕　 紙類をおもな茘料とL，定規 ，切り出

し小 刀などを使 っ て ．簡 単な家や 僑などを

作る．◇
◆ は 削除された 項 目，△ は他教 科に移 動した 項目、◇は 誘設された 項 目で ある

ことを示す，出典 　3S年 指導 要．領 ，46年指導 要領より作成

和 46年低 （6） におい て 「遊 びや生活表な ど で

使 う○ 、
× の 記号 の 意味が わかる 。 」 とな る な

ど具体的場面の 例示が な さ れ るな ど、実生活 と

の 関連の 強 く、 実用性 の 高 い 記述 に変更 され て

い た 。

　音楽や図画工作 に お い て も、 教科の 知識 ・技

能に 内容 を限定 され る傾 向にあ りなが らも、

一

方で生活場面や 他教科
・他領域 との 関連が 見 ら

れる項 目の 新設や 記述 の 変更が見 られ た 。 音楽

で は、中 （1）「場面 に応 じた 音楽の 流 れ て い る

なか で 、 遊 んだ り、給食を食べ た り、身 じた く

を した りす る。 」 の よ うに生活場面 に範 囲を広

げた項 目が新設 された 。 図齎工 作 にお い て も 、

中   「行事など の さい に 、 身の まわ りや教室

な ど の 飾 りを作 る 。 」が新設 され 、 行事 と の 密

接な関連が もたれた 。 また 、 低 ・中学年 にお い

て 「身近 な もの 」 を材料 ・用具 とする とい う記

述が 増加 した。

　生 活科以 外の 教科で 、教科の 知識 ・技能に 内

容が限定され た 。 しか し、 教科 の 中 に も生活 と

関連の 深 い 分野や 内容項 目は含 まれて お り、 学

習 した教科的 な内容を実践す る場面は 実際 の 生

活場面 で あ っ た 。 46年指導要領解説にお い て も、

生活科の 「交際」 と国語、「金銭」 と算数な ど

生活科 とそ の 他教科 や領域 との 関連が示 され、

「指導 を展開す る場合 には 、 区分 され た別 々 の

一 123一
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Table　6　昭和 38年と昭和 46年の 体育の 内容項 目

昭和38イ「 ；昭和 46年 ，昭和 3呂年 昭和46年

購 覊 黐 噺 践孕蕊 艦 ミ選 躍 幽 § 縄 鮪射 多ぜ 蝿 鋸纉懺 紺 鑷 凄黨 ｝鱚 蝕ざ彜輿 紬鯵 ≧憾 駄 泳罫鯲 鳶獄 き概絏 轡
1幽 窒灘 ご認 鵬

免
鑛 曜二鞳 謡 爆 冬爨 播 喜繍 騰

き

1襲高梨抵 〔5）イ （D　合い 図で 集舎 する， U51 水 遊ひをする、 （D　 シヤワ
ー
遊び を丁 る

〔1） 担任の 指 示によって王列に並ぶ ， 〔21　1列に 並ぶ， 低 で2｝　 ひざくらい の 水の 巾で ，い ろ い ろな遊 び

〔2）　 1列に並 んで歩く、 をする．
〔3）ア　しゃ が んだり，立 っ たりする ウ　両足を ｛3｝　 しゃがんだ り，立 った り，その 場とびをする， ｛19）　踊 けられて ，初歩の 水泳 （上〕　 ひ ざくらい の 深さで 、腕立て の 姿勢で底

そろえてとん だ り，ll足 で立 ったりとんだりす る． ＠1　 脚 〔あし｝を前後左｛」に開 い たり、腕 を娠ったり、 をす る． をは った り．ばた足 をしたりする．
〔3｝イ　足 を前 後 左 右に開 く 工　腕を振 っ た 四した りする． 中 （2）　腰くらい の流さで，屑 まで水の 中には い る．

低 り振 り回したりす る． （5｝　両手，両足を地 床に つ けた 姿勢で 1 は っ た り，歩 （3）　 顔 や 頭を水 の 用に い れ て ，い ろ い ろな遊

13〕才　 片手 をすりあげなが ら，か らだ を左右 に い たりす る ぴをする．
曲げる．◆カ　 しゃがんで歩 い たり，い ざっ て払 （6）　 身近に ある用具や 遊具を仙 って ，い ろいろな瓶 （1の 　初歩の 水泳をする （1）　 息を止め，顔 を水の 中に 入れて 口か ら

いた りする．◆ キ　息を大きく吸ったり．吐 い たり ぴ をする、 息をはく．
する．◆ （7）　 固定施 設や＝愉車なと『を使 っ て，い ろ い ろな遊 〔2｝　 水の 中で 口をあけ る．
〔つ　 ぶらん こに乗 7 た り，す べ り倉で 丁

べ った り ぴ をする． 高 〔3〕　沈みカ，浮きカになれる．
する．   　 浮 い た 公勢 から立 つ 動作をする．

… ※ 苔楽中 （5）イ ω 　合い 図で 早く集合する．   　 ばた足をする．
旨 〔】〕　 ］列にまっすぐ並んだり，2列 に並んだりする．（2）　 距離をとって 王列に並ぶ ． （6〕　 立ち飛び込み をする．◇

〔2）　1列や Z列 に 瞭んで 歩く． （緲　 1列に 並ん て歩く． 必 雛 ル巡動気漁 黙卿 臨、魯鐙毒湊靆 き鋤 園 毅 翼麪悪鱗 靉 総ま郭二溶 書堕細 聾

〔3）オ　腕を 前や横や」
．
に，あげたりさげ たりする．（4｝　 于，足，上体，下肢を曲げたり，仲 は］したi

りする， （101　 r卩
一

ルをころが したり，投 （1）　 ポ
ー

ルをころがした り，披げた りする．
〔3）ア　しヤがん だ ト〕，背侍ぴ した りする，ウ　 両 〔コ）　判1した り，引 い た り．ささえたりする，◇

低
げたりする， （2）　 止 まr丿て い るボ

ー
ル をけった り，ころが っ

足 また は 片足 で ，そ の 場 で とん だり，とんで 移 動 （6 ｝ 片足 とび，両足とびをする， てくるボールを止めたりする．◇
する． （7｝　おぶ って短 い 距離を歩く，◇ 〔3）　 ボール 送りをする ◇

甲
（の 力　片 」

二をすりあげながらからだを芹右に曲 （14〕　 ボールを 投げた り，っ い 〔D　 ボ
ー

ルを投げた り，け ったりする．
げる，◆キ　腕を左右に 振 っ て 首や か らだを図す．（8｝　 封 近にある用 具や遊 具を使 っ て．遊んだ鱗 遮 たりする． 〔2｝ ころカち てくるボ

ー
ルや，橿手が投げたボ

ー
◆ク　い ざワ て 歩るくとき，腕の力だけで前進する．動したりする． 申 ル を避ける ◇

◆ ケ　息を人きく吸 ったり、吐 い たウする．◆ （9）　 固定施設や自転車などを使って ．み んなで い ろ （22）　 こ ろがしドノチボール をす 〔3）　 近 い 距陛で ボールを投 げた り，受け止め

〔の　 ぶ らんこに束 ってひとりでこぐ い うな遊び をする る． たりする．
〔δ）　 雲て い やはんと棒 を使 っ て遊ぶ， 口） ドリブルをする，◇
（18＞ こども用の 自転車に乗る ， （1  　 ボ

ー
ルを投 げた り，受け （2）　ボ

ー
ルを使ってリレ

ーをする．◇
（1〕　 1列に 正 しく並 ん だり，2列 にまっす ぐ並 ん （D　 距離，聞隔をとっ て、⊥

〜2列で整列する． ヤ．．たりする． 〔3）　 ボ
ー

ルをけりながら走る 、◇
だりする． （2｝　 1〜2列で止 しく歩く

lnJ
〔19｝　 簡易 化した ベ ース ボ ー 〔4 ）　柑于 に 向って 投げたり，けった りする

〔2〕　 1列や 2列 に 耶ん で 、正 しい 姿勢 で 歩く． （3 ｝　 リズムに含わ せて 行進する、◇ ル や ドッチボール なとをする． 〔5）　 円形ド、／ジボール ，ライン サツカー，コ＿ンドボー
（3〕ア　ひざを浅 く漂く曲げたり、仲 ぱしたりする．（の　　ヒ体をそらせ た り，体の 舸後屈 ，側 屈，回 就を ル をする、
足 を弁 台に 開 閉してとぶ 、イ　腕 を前 ・横 ・上に する． ：燭 競 鰍 繁〆騨 ・轡 癪 を 諏

ふ噂隠 ・
磁 サ 謡 避燃 蟄 こ寒 母冤

弼
勢 蹴y総 こ飛ジ・・

あ げたり，下 げた りする．うちそとおよび前とうしろ （5）　 その 場とびで，大きくとび トがっ たり．しゃがんだ i （1｝　 歌をともなう遊ひをする」
高 に回旋す る 工 　体を前後 ，ん右 に 曲げる．左 りする、

低
「むすんでひらい て」 「おうま」 厂まつ ぽっ くり」

有 に回す．腕 立てふ くがをする． 〔6｝　前後左右にとんで移動する． 〔12）　 動物や乗り物などの ご く など

〔3）ウ　 古を前 後左府 に 曲げ る．左右 に 回す．〔7｝　父互 に胸とびをする ◇ 簡単な椣 倣逝びをする． 〔2｝　 動他物や乗り物などの模倣 をする．
◆オ　大きく息 を吸っ たり，目1い たりする．◆ i〔3｝　固定施設などを使った い ろ い ろな運動をする． （17）　 動物や 乗り物 などの 模 （1）　 動 植物や乗 り物，自然の ようす など模倣

（7）　懸垂腕まげを少しする．
（15〕　 なわとび をする、
U8 〕こども用の 自転市に乗る，

陽 鷲鷺 亀示範轍 行な・、◇
傲遊び をする

〔16｝　 か ご め か ごめ など の 簡

遊 びをする．
　ぞう1 うま，たぬ き，あり，ブラン コ，ヘリコプタ

ー，
ボート，風など

擱 或運動舗 零螻麟勝 》嘆議 繍 ⊇二i疏融瓣 婁 旗 麿 窮 凝 ：メ 糠 窃雰 鷺翫 ヤ警演 ，雰賦 講 蟹 欝f冥
中

崑 な歌を年う遊びをする． 〔9 丿　 歌をともなっ た遊びなどを模 倣したり，自
rb）　 低釟棒 などにぶ らさが って遊ぶ ， 〔1）　 低鉄 俸を使って，い ろ い ろな遊びをする 由表現 にした 1，する．　 E

’
チ ュ

ー
リソブ」「ぞうさ

〔2》　 低 い とび箱1＿の ったり，おりたり，また が った 1〕す んとくものす」「こなや のお じさん」 「とけい のう

低 る， た」など

  　 マ ノト遊び でゆりか ごなどをす る． （3〕　 マ ッ トの 上 で描や 前にころがる，◇ 〔3｝　 簡単なフ T一クダン ス を写 る．　 「キ ンダ
ー

ポル カ」「ダンケルクの 鐘」など

〔b）　 低鉄榛 で足をかけて 振ったりする，
（1〕　 低鉄 棒を便って．斜め 懸垂を する，
〔2〕　 低鉄棒を使って，とび ヒがったり，足をか けた り 糶

灘 聾 a灘 q〕　 歌に あわせて 臼由表規をする

　「せ んろはつづ くよどこまでも」「ア マ リ
匚
丿ス 」「ず

する． い ず い ず つ ころばし」など

中

（9｝ とび 箱遊 びをす る． （3｝　 とび箱を使 っ て，よじのぽ ったり，とびおりたりする．
〔4〕　 とび 箇を使って，踏み 越 しおりや，またぎ越 しお り

高

穩靉饗讖 靉鏃 溝『9
を する、 な罅

〔5）　 マット遊びで 横 同りや前同りをする． （5）　 マ ットで ，ゆ1〕か ごをする 巌沸 二（盤活に移 動綜聞 涌叮除 獣 tた 昭 和盤 年の 内容項ゆ 露灘 華賦響 魑 t驚  賦

（力　平均台を渡ったり、平 均台の トで 箇単な動 〔6）　 マ ットで 横まわりや前まわ 1
〕をする 岻 （M ） すもう遊びをする，▲ 並活

什をする， 〔7） 平均 台の ⊥を歩く． 中 （2D 　 片足ずもうなどをする．▲ 生沽

（6）　 低鉄棒 を侠って箇 単な運動をする． G ）　 跌棒 にぶらさが って 、体を前後に撫 る． 中 （23）　 綱引 きや球入 れなどをする，▲ 生活

（2〕　 低鉄 欅で腕立てとび 上が りをして、前まわりをす 顧 簗獄紐囃 碗 無ξ麟 夢 晦
る． 低 （亅6），（20〕　一　（24｝　▲ 生 価

高 〔  　 ごく箇中なとび箱運動をする、 （3）　 足ぬ きまわりをする． 低 （1ア）　 病気になったときは ，親や 先牛 などの言うことを聞く ◆

〔の　 マ γ 1・辿 動 で連続して 横圏 り，前回 りをする．（4）　 とび箱で ，とび．Lがりをする． 低 （1呂）　 い ちどにた くさん食べ すぎない ようにする ◆

〔5）　 Ψ均台運動 で．片足で立 ったり，簡単な 動 （5）　 マ ッ トで 、連粃して 横まわりや前まわりをする， 慨 （19） よくかんで 食べ る ことに慨れる．◆
作をする， （6）　平均 台の 上を 歩いた り，向きを変えた りする． 中 （24｝

一（30） ▲ 仕 活
〆
隆 丘逗 動葺溶 謀∵霞  禦ざ瀉 き蠹

婁凝舞 獣 ζ・澤 べ
撫 ぎ丁

で蟻 rk褥 藁 二
 
：撫 、拶 瓜澱 瀞斡 篤媛 毅 鷺 富 ミ 中 〔3P 遊びや 運 動する協所の小石 や危「炭物を収り除くようにする，◆

〔71　 コースにそ っ て かける， （D　 まっすぐ走る． 高 （23）．　（26），　（27｝，　〔29｝，　（30」　▲ 生活

〔81 か けっこをする．……（約 30m ｝ （2）　 い ろ い ろな鬼遊びをする． 高 （24）　 暑さ砦さに気をつ けるようにする．◆
低 〔9）　 同じ調や でか け配をする、　　 （約 1分間｝ （3）　 片足 や両 足で 踏み 切 っ て とぶ． 高 〔25）　 鼓れ たときなどには適当な休 養をとるようにする，◆

〔131　簡 単な鬼逝びをする 高 〔28）　 食べ すぎや寝冷えなどをしない ように気をつ ける．◆
「言1 〔31） 運動用 員 の破損 に冲意し，危険が起こらない ようにする．◆

〔11）　同じ調子 でかけあしをする、　　 〔約 3分 （U　 同じ調子でか け足をする． ◆ は削除された項 目，▲ は他教科に 移動L た 項Il，◇は新 設され た 唄 11であることを

1譴） （2｝　 全力で 厘い 距雌を走る． 示 す．網掛 の 項目は本稿本文 の 記 述読明参照項 目で ある，出典 3S年指 悪要領1
〔上  　か けっこをする．　『

　〔約 50m 〜SOm 〕 （3｝　 同旋 リレ
ー

や 置き換えリレ
ーなどをする． 45年指尋要 領より作成

ID

艮2＞　両足をそろえて立 ち幅とび をする， （4）　糊 ，竹 ，棒などを使 っ て 1 とんだ り疋 っ た りする，
〔L31 片足ふ みきりで幅とびをする． ◇

〔20｝ 鬼遊びをする．
〔9｝　 かけっこをする．　『『〔約80nl〜100m 〕 （1）　 僧力で短 い 距蹉を走る．
〔エ  　皆 でそろ って かけ足をする，…　〔約 5分 〔2｝　 コ ースに 沿って 走る．
剛 　　　　　　　　　　　 i〔3｝　 幅広い 陬害物 をとび越える．◇
で蠍 諭 勇継 子欒 （4〕　物をもワたり，か つ い だ りして走る ◇

高 1
　 5LIlj 細 時間歩く．◆ 蘰穩賺 饗諏賭 旗 紫蹴

…

〔12〕 助亢をつ け て 幅とびをする 〔6〕　 持久走をする．
〔13〕 高とびをする， 〔7） 犀Lり幅とびをする．
［14）　ス キ ソ ブ歩きをする ◆   　 咼 とびをす る、
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精神薄弱教科 「生活科」新設 に伴 う各教科 の 内容 の 変化

活動 として で はな く、 1 つ の 活動 と して 児童に

経験させ る」こ とが 留意点 として挙げ られて い

た （文部省 ［1974］56）。 そ もそ も生活科の新

設 の 経緯 として 、 児童生徒の 障害の 重度化か ら

「既存の 教科 によ る以外 の 様式で、教育内容 を

組織する こ との 必要性」が高 まっ た こ とが挙げ

られ て い た （文部省 ［1974］50）よ うに 、発達

段階の 低 い 児童生徒で ある ほ ど教科と生活とを

区別 した教育内容の分類 は 、 困難で あ っ た こ と

が考え られる 。

N ．お わ りに

　38年指導要領は、領域案など生活経験 主義に

基づ く教育内容 を便宜 的に教科別 に示 した もの

で ある。その ため、教科の 内容 に は、そ の 教科

の 知識 ・技能に 関す る内容 と 、 その 内容に 関連

した 、 もしくは便宜的に教科に組み込 まれ た生

活経験が含 まれて い た 。 46年指導要領にお い て 、

後者は生 活科の 内容として 整理 され、前者が 教

科の 内容 と して 残 っ た。昭和38年 と比較 し、生

活科 の 内容項 目は、身辺
・
家庭 ・学校 ・社会生

活 における 生活経験 を網羅する ように項 目が充

実され て い た 。

一
方で 、 その 他教科の 内容項 目

は 、 そ の 教科の 知識 ・技能に内容が限定され る

傾 向が見られ た。

　しか し、 名古屋 （2004）が昭和 46年の 第1次

改訂 にお い て 強調 され た と指摘 した教育課程 を

2重構造 で理 解す る見解 が重要で ある こ とか ら

も、生活科 とそ の 他の 教科が完全 に独 立 して い

る わけで は な く、実践 に 移すため には、生 活科

とその 他の 教科 との 関連が考慮 されな けれ ばな

らない 。 指導の
一例 と して 、 「電話 の け い こ 」

とい う単元の 学習内容にお い て 、 国語 の 「話す

こ と」の 「簡単に伝言す る」、「は っ き り話す」、

「正 し い 発音で 話す」、 「て い ね い なこ とば で 話

す」の 内容項 目を挙げて い る。そ れ は 、「先生 、

友達な どと話 し合 う」、 「簡単な取 りつ ぎがで き

る 」 （交際）な ど生活科 と の 関連 し、日常の 伝

言の 仕方 の 学習や あそ びに発展す るこ と 、 「消

防署 に知 らせ る」 と い うこ とか ら、生活科 の

「社会の し くみ 」の 内容 との 関連 を指摘 して い

る。そ の 他に も、体育における運動用具の 出 し

入れ 、 整頓、清潔、図画工作にお け る 自然物 を

使 っ た造形 などの 活動 につ い て 、 生活科との関

連を指摘 して い る 。 他の領域 に つ い て は 、 「係

活動 を決め る 、 分担す る 、 行事に参加する」は

特別活動 と生活科の 「役割」、「遠 足 の 時な ど、

ごみ の 始末 をす る 。 公 園や遊 園地 な どで の きま

り、 約束 を守 る 。 自他の 持ち物の 区別」は道徳

と生活科の 「きま り」 との 関連 を指摘 して い る

（秋 山 ［1974］24 − 27）Q

　一方 、 西 （1975）や 田 中 （1982） は、生活科

が 生徒指導な どにお い て 指導され る 内容を多 く

含む こ とか ら、教科 として異質で ある こ とを指

摘 し て い る 。 しか し、生活科が既存の 教科 に よ

る教育内容の 分類 の 困難さへ の 対応 として 新設

された経緯か ら 、 生 活科を教科 と して 否定する

こ と は 可能で あるか は疑問である 。 生活科が教

科と して 位置つ くもの か と い うこ とは本稿で は

触れな い が、本研 究にお ける内容項 目の 比 較か

らも、生活科 は教科指導とその他 の 生徒指導や

道徳な どの 教科外 課程で 身に つ ける べ き力が 分

離 されず、一体 とな っ た 形を想定 して教育 内容

が 分類 されて い る こ とが 考え られ る 。 またその

他の 教科 も指導方法にお い て は他教科 ・領域 と

合わせ て指導す る こ とが想定され てお り、単に

教科別指導の み で は な く、 教科外課程に お け る

指導 も含 まれ る と考え られ る 。 こ の こ とか ら、

「精薄教科」が そ もそ も通常教育 の 教科や 教科

外課程 の 教育 内容 と比 較 しどの よ うな性格 を持

っ た もの で あ っ た の か検討が必 要で ある 。

　本研究で は 、 38年 と46年指導要領 の 内容項 目

の 変化 を整理 し、生活科の 設定に よ り 「精 薄教

科」の 内容が どの よ うに分類 され た か を検討 し

た 。 本研 究で は 、

一
事例の 紹介 に と どまっ たが、

こ の 「生活科」の 新設が 教育現場で どの よ うに

反映 され たか 、 その 成果 と課題 に つ い て 、 現場

の 実践 や議論 を整理す る こ とは今後の 課題 で あ

る 。

付記 ：本稿 は科学研究費補助金 に よる研 究成果

の
一
部であ る 。
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Transition of  Contents of  Subjects  due  to Introduction of  
"Seikatsu-ka"

(Life and  Practical Skills) for Mental  Retardation  : Comparing  Curriculum

             for Mental  Retardation in 1971 with  in 1963

Yasuhiro YAMADA  and  Hiroki YONEDA

  The purpose ofthis  study  was  to compare  the centent  of  the subjects  that constituted the curriculum

for students  with  Menta1 Retardation in 1971 and  1963. It was  found that "Seikatsu-ka'i

 (Life and  Prac-

tical Skills) as  a  subject  in 1971 was  structured  mainly  from the contents  ofthe  
"Social

 Studies", 
"Sci-

ence"  and  
"Home

 Economics"  subjects  that forrned the curriculum  in 1963. However, the range  of

contents  related to daily living was  more  extensive  than that cevered  in the 1963 curriculum,  In sub-

jects such  as 
`'Japanese"

 and  
"Mathematics",

 in 1971, there was  less content  that was  
related

 
to

 
daily

living, while  content  related  to academic  knowledge and  skills remained  a  part ofthe  curriculum.  This

tendency was  observed  in "Music",

 
"Drawing

 and  Manual  Arts" and  
"Physical

 Edueation" as well. In

other  words,  activities that involved mannersfsafetylmorals  were  eliminated  from the curriculum.  In

these  subjects,  however, contents  that were  related  to daily living were  apparent,  which  
means

 
that

 
the

contents  in "Seikatsu-ka"  and  other subjects  were  closely  reiated  to each  other.  In concluding,  to un-

derstand the cuniculum  for students  with  mental  retardation, we  must  appreciate,  both, the points of

view  that "classify  educational  content  into subjects"  and  the forms ofteaching  such  as  
"Instruction

 by

life-experiences" and  
"Instruction

 fbr Living skills".

Key Words:  
`'Seikatsu-ka"

 (Life and  Practical Skills), curriculum,  Mental Retardation
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